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学校法人日本赤十字学園
令和4年度事業活動のご報告



　日本赤十字社による看護職養成の歴史は130年余を数えますが、学校法人日本赤十字学園は、その高等
教育部門として昭和29年に創設され、現在では、全国に６看護大学７看護学部と６大学院、１短期大学を
擁し、他に類をみない看護福祉系の学園に発展し、この間、皆さまのご支援のもとに、約２万３千名に上る卒
業生を輩出し、我が国の医療・看護分野の発展に大きく寄与してきたものと自負いたしております。令和３年
に日本赤十字社本社と共同して設立した日本赤十字看護大学附属災害救護研究所も創立２年を迎え、
日本赤十字社を主体として災害救護の分野で広く人材を集め、活発な研究活動を開始しています。
　その一方、少子高齢化をはじめとする社会構造の変動のただ中にあり、看護を取り巻く状況もまた変化し
ており、看護系大学・看護学部の新設による競争の激化などの環境変化に加え、最新医療に対応し、さらに
ICT・DXに対応した高度な教育環境の整備が求められています。
　また、医療・看護需要の大幅な増大に対応するため、看護職・介護職の担う役割は、病院や施設だけにとど
まらず、地域の人々の健康と生活を支えるものとなっております。新型コロナウイルス感染症の流行は３年を
超え、この間、各大学は困難な状況の中でも、ICTを駆使した新たな授業体制を構築し、制限のある実習をさ
まざまな工夫で補いながら、学生の教育を確保してきました。一方行政からのコロナ対応への依頼に対して、
各大学が積極的に協力していることは、赤十字らしい貢献であると、理事長として誇りに思うところです。新型
コロナウイルス感染症はパンデミックからエンデミックへと移行していますが、緊張感を持ってこれからも対応
を続ける必要があります。
　このような変化の激しい困難な状況のなかにあっても、各大学はその使命に基づき、質の高い特色ある教
育を実践しつつ、社会の要請に応える体制を整え、数多くの看護系大学の中から、学生、そのご家族、そして
教員に選ばれる魅力ある大学であり続けなければなりません。
　そのため、令和元年度から５年度までの５か年を実施計画とする第三次中期計画が策定されております
が、これを道標として、質の高い教育を実践する組織および経営基盤の構築を目指して、引き続き取り組んで
おります。
　さらには、中央教育審議会の答申「2040年の高等教育のグランドデザイン」を踏まえ、今後の当学園の将
来像として、「学校法人日本赤十字学園グランドデザイン」の策定に向けた検討を進めており、各大学の教学
及び運営機能の向上に一層努めてまいります。
　これからも各大学の特色を活かし、看護・介護の専門職としての高度な知識と技術に加え、赤十字の理念
である「人間のいのちと健康、尊厳を守る」赤十字看護の実践者として、地域に貢献でき、国際的に活躍で
きる、人の痛みを分かち合い、患者に寄り添うことができる、心豊かな人材の育成に全力を傾けてまいります。
　今後も、皆さまのご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

人道の理念に基づく
「赤十字看護」の
実践者を育てる

ご挨拶／理事長メッセージ

学校法人日本赤十字学園 理事長富田博樹
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「人間のいのちと健康、
尊厳を守るために
力を尽くす人材を育てる」
現実を踏まえて理想を忘れず、今、手元にある苦痛を一つでも

取り除く努力によって理想に近づく。

これが赤十字の「人道」です。

赤十字の「人道」は、医療や福祉の分野における原点と言えます。

学校法人日本赤十字学園は、赤十字の人道の理念に基づき、

人間のいのちと健康、尊厳を守る担い手として

地域で、世界で活躍できる人材を育成します。
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学校名 教育課程
日本赤十字北海道看護大学（大学院） 慢性看護、精神看護、がん看護※

日本赤十字秋田看護大学（大学院） がん看護、精神看護

日本赤十字看護大学（大学院） がん看護、小児看護、慢性看護、クリティカルケア看護、精神看護、老年看護、
災害看護、在宅看護

日本赤十字豊田看護大学（大学院） 小児看護、精神看護
日本赤十字広島看護大学（大学院） がん看護、小児看護、精神看護、災害看護
日本赤十字九州国際看護大学（大学院） クリティカルケア看護、在宅看護、精神看護、老年看護

［各大学における専門看護師教育課程］

得られる受験資格・取得資格

看護師

保健師 介護
福祉士

養護教諭
一種免許

助産師

令和５年３月31日　現在

※は休講中

日本赤十字学園の看護大学・大学院・短期大学

看護学部 看護学科 500 125
看護学研究科 看護学専攻 修士課程 20 10
看護学研究科 共同看護学専攻 博士後期課程 6 2

収容定員 入学定員

日本赤十字 広島看護大学

～“人道”の心で
人とつながる看護を学ぶ～  

看護学部 看護学科 400 100
看護学研究科 看護学専攻 修士課程 20 10
看護学研究科 共同看護学専攻 博士後期課程 6 2

収容定員 入学定員

～ひとりを看る目、その目を世界へ～

日本赤十字 九州国際看護大学
設置：平成13年（2001年）

看護学部 看護学科 480 120
看護学研究科 看護学専攻 修士課程 20 10
看護学研究科 共同看護学専攻 博士後期課程 6 2

収容定員 入学定員

～地球に寄り添う看護～

日本赤十字 豊田看護大学
設置：平成16年（2004年）

設置：平成12年（2000年）
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学校名 教育課程
日本赤十字看護大学（大学院） 看護管理学領域
日本赤十字豊田看護大学（大学院） 看護管理学領域
日本赤十字広島看護大学（大学院） 看護教育・管理学分野

［各大学における認定看護管理者教育課程］

看護学部 看護学科 400 100
看護学研究科 看護学専攻 修士課程 32 16
看護学研究科 共同看護学専攻 博士後期課程 6 2

収容定員 入学定員

～手渡しの看護を～

日本赤十字 北海道看護大学
設置：平成11年（1999年）

看護学部 看護学科 540 130

さいたま看護学部 看護学科 240 80

看護学研究科 看護学専攻 修士課程 64 32
看護学研究科 国際保健助産学専攻 修士課程 30 15

看護学研究科 看護学専攻 博士後期課程 24 8

収容定員 入学定員

（３年次編入学 10）

日本赤十字 看護大学
設置：昭和61年（1986年）

～Vision for Humanity
 　　　-人道の実現に向けて～

看護学部 看護学科 400 100
看護学研究科 看護学専攻 修士課程 24 12
看護学研究科 共同看護学専攻 博士後期課程 6 2
短期大学 介護福祉学科 60 30

収容定員 入学定員

～「生きる」を支える人になる～

日本赤十字 秋田看護大学
日本赤十字 秋田短期大学
設置：平成21年（2009年）

広尾キャンパス

大宮キャンパス
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　新型コロナウイルス感染症ワクチン接種に関する地域の負担を軽減し、接種の加速化
を図っていくため、積極的に実施することを目標としてきました。第１回目（第２回目は３週
間後）は令和３年７月５日から（終了は８月７日）開始し、接種人数は、学生414名（全学生
の90.8％）と、北見市教育委員会の小・中学校教諭等の計1,609名となりました。
　また、第３回目の接種においては、政府からの接種加速化を受け、春休みという条件の悪い中においても３月２日から実施を行
い、６月24日までに計1,361名への接種を実施しました。この中には、新１年生、学校関係者571名も含まれています。そして、第
４回目の実施として、11月17日から12月28日までの間に、491名に接種しました。第４回目の接種にあっても、学生298名へ実
施することができました。第３回、第４回の開催にあたっては、北見市のワクチン接種のホームページを活用するなどして、多くの
市民の方に接種することができました。
　今回の職域接種においては、市民の皆様から、道東唯一の医療系大学であり、無くてはならない存在であることの言葉と感謝
をいただきました。

　介護施設等に勤務する職員を対象として、自力避難が困難な利用者の安全を確保す
るなどの災害に備えた十分な対策を講じるための知識とスキルを身に付け、防災対策
において中心的な役割を担うことができる防災リーダーの養成を図るための研修を、秋
田県からの委託事業として今年度から開始しました。
　11月に「基礎編」として２日間、災害に関する基礎知識や介護施設における防災・減
災の基本に関する講習を、２月には「リーダー編」として２日間、災害に備えた事業継続
計画（BCP）の基礎知識やBCPの作成演習に関する講習を、それぞれ行い、58名の方に修了証をお渡しすることができました。
　受講者のアンケートからは、参考となった、役に立った、といったご意見をいただきました。
　なお、本事業については、令和６年度まで３か年事業となっており、引き続き地域の介護施設等の防災力を高める一助となる
よう地域貢献に努めてまいります。

　大学の教育研究活動の質を担保し、社会に対して説明責任を果たしていくことを目的として、
学校教育法に定められている大学評価の受審に向けて前年度から準備を行ってきました。内部
質保証の体制等を整え、全学を上げて取り組み、10月に公益財団法人大学基準協会による大
学評価（実地調査）を２日間にわたって受けました。さいたま看護学部も含めた２学部での受審
となり、その結果、「日本赤十字看護大学は公益財団法人大学基準協会の大学基準に適合して
いると認定する」と評価されました。とりわけ「教育課程・学習成果」「学生支援」「社会連携・社
会貢献」の各項目においての長所・特色が評価され、今後は「全学自己点検・評価会議」を中心に
自己点検・評価を推進し、改善・向上に向けて内部質保証システムを適切に機能させることで、
諸課題の改善に取り組み、特色ある活動をより一層発展させる方針です。

職域接種

介護施設等防災リーダー養成研修事業の開始

公益財団法人大学基準協会による大学評価を受審

令和4年度の各大学のトピックス
日本赤十字 北海道看護大学

日本赤十字 秋田看護大学／日本赤十字 秋田短期大学

日本赤十字 看護大学

修了証交付式

職域接種

認定マーク
（日本赤十字看護大学）
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　コロナ禍で中止やオンライン実施となっていた学外授業について、今年度は
十分な感染対策を行いながらの対面実施が可能となった一年でした。
　１年生を対象とした必修科目「形態機能学Ⅲ」では、講義の一環として前
期に名古屋大学医学部へ解剖見学実習を、後期には愛知県赤十字血液セン
ターへ施設見学を実施し、形態機能学Ⅰ・Ⅱの講義での学びを、医学教育・医
療現場の見学を通じて深めることができました。１年生の選択科目「赤十字総
合セミナー」では、博物館「明治村」にある日本赤十字社中央病院病棟の見学を実施し、赤十字の歴史を学びました。２年生の選
択科目「国際救援看護論演習」では、日本赤十字社の国際医療救援拠点病院の一つである日本赤十字社愛知医療センター名
古屋第二病院の国際医療救援部を訪問し、海外派遣経験のある看護師の講演やディスカッションを通じて国際的な保健医療
活動の展開における看護の役割を学びました。

　人間の生命と尊厳を守る赤十字の大学として、学生には看護学を基盤とし
つつ、人々が生活する世界に幅広く目を向け、関心をもち、学びの輪を広げて
ほしいと考えています。そのために、多様な学問分野、世代、地域の人 と々の交
流が必要であり、大学としてその機会を広げる取り組みを進めています。５月
の赤十字運動月間には、「みんなで人道について考える すべての人々に尊厳を 
人道の実現のために最善をつくそう」というテーマで企画展を開催し、地域の
人 と々ともに人道について考える機会を持つことができました。また、一年を通して、水害対応訓練や災害ボランティアセンター
設置訓練など様々な訓練に学生、教職員が参加し、関係機関の皆様とともに、地域防災力の強化に努め、赤十字の役割を認識す
る機会を持ちました。多世代、多様な機関の方 と々の連携・協力を抜きには、かけがえのない生命と尊厳を守ることはできないと
いう現実と意義を学びました。

特色ある見学授業等の再開

自校教育の強化と発展

日本赤十字 豊田看護大学

日本赤十字 九州国際看護大学

人道企画展

特色ある見学授業等の再開

　スイス ラ・ソース大学と本学間の交流協定に基づき、３年ぶりに留学生２名を３週間受
け入れるとともに、本学からは学生５名がラ・ソース大学に３週間留学しました。
　本学で受け入れた留学生は、本学での看護演習や講義を通して日本の看護や医療に
ついて学びました。広島ならではの学習として放射線被曝者医療国際協力推進協議会

（HICARE）や原爆ドームを訪れ、原爆被害の実相を学び平和について考える機会を設け
ました。さらに、県内赤十字施設の訪問では、日本赤十字社の活動について理解を深める
ことができました。
　また、演習や講義には本学の学生も参加し、自身が普段学習している内容や看護技術を
英語で留学生に伝える場面もありました。その際に国が違えば看護にも違いがあることを知り、お互いに新たな発見をすること
ができたようです。その他、茶道や書道といった日本文化体験、宮島観光なども共に楽しみました。
　新型コロナウイルス感染症の影響により国際交流が困難な時期が長く続きましたが、慎重な検討と万全の準備により留学生
を受け入れたことで直接コミュニケーションをとることができ、学生にとって良い刺激となりました。

３年ぶりに留学生を受け入れました！

日本赤十字 広島看護大学

学内演習でのラ・ソース大学留学生と
本学の学生

2023_H2-P07_0601.indd   7 2023/06/02   15:24



06

質の高い教育を実践する大学

情報通信技術（ICT）を活用した教育を実践する大学

学園大学間の連携を活かした大学運営

地域社会との連携及び社会貢献へ積極的に取り組む大学

健全な経営基盤に立つ成長する大学

さいたま看護学部の開設及び安定運営

　日本赤十字学園は、平成21年度から令和４年度までの14年間に３つの中期計画を策

定しました。

　第一次中期計画（平成21年度～25年度）では、各大学の四大化が完了し、すべての大

学に大学院修士課程が設置されるなど大学教育の基盤が構築されました。

　第二次中期計画（平成26年度～30年度）においては、各大学の教学機能、事務機能の

向上により、内実の伴った大学組織を構築するとともに、質の高い教育、研究活動に不可

欠な安定的な経営基盤の確立を目指し、５つのビジョン（目指すべき大学のイメージ）を

掲げ、事業取組の指針として各事業に取り組みました。

　第三次中期計画（令和元年度～５年度）は、計画策定に際して、近年の文部科学省の

教育行政施策の動向及び公益財団法人大学基準協会が示す大学評価の項目等を視野

に入れつつ、学園各大学の教育環境の維持・向上に資することとして、内部質保証体制の

確立を明記しました。さらに、情報通信技術（ICT）を活用した教育の提供、就学意欲のあ

る社会人に対する教育環境の確保のための取組み、年々指導が強化される収容定員の

管理等の重要性が高まっていることから、これらの事項を念頭に置きつつ、次の６項目を

目標に掲げ、事業への取組みの指針とします。

～学園大学間の連携推進～

日本赤十字学園第三次中期計画
（令和元年度～令和５年度）

2

1

3

4

5

6

日本赤十字学園第三次中期計画ビジョン

2023_H2-P07_0601.indd   8 2023/06/02   15:24



07

　日本赤十字社の救護活動を中心とする諸活動等で得た知見を広く社会に発信・還元するとともに、災害救護に関
する研究・教育活動を通じて我が国の救護の質・量の向上と活動領域の拡大に寄与することで、被災者の苦痛の予
防・軽減に資することを目的に設置されました。

①  日本赤十字社の有する災害救護の知見を集約し、実務的に利用
可能な形に発展させる。

②  新たな知見・技術に関する研究を実施し、日本赤十字社の活動に
還元し、我が国及び国際赤十字の災害救護の発展に貢献する。

③  主要な関連学会等において積極的に研究成果の情報発信を行う
とともに、これら学会等の運営に積極的に貢献する。

日本赤十字看護大学附属災害救護研究所が設置２年目を迎えました！

Pickup 令和４年度の動向

災害救護部門

国際医療救援部門

災害看護部門

防災減災部門

国際救援部門

心理社会的支援部門学長

合同経営会議 学内部会 事務局

合同教授会

研究所長

連絡協議会

副所長 運営委員会

顧問 情報企画連携室

感染症部門

災害ボランティア部門

災害救援技術部門

高齢者生活支援
（地域包括ケア）部門

(予定)

目標

① 災害救護に関する調査研究活動
　 主な分野の例
	 ▶災害医療・災害看護・国際医療救援・心理社会的支援
 ・災害ロジスティクス・救援物資・被災者生活再建支援
 ・防災減災・高齢者生活支援等
② 災害関連の研究及び教育成果の積極的な発信
③ 災害関連に関する教育活動
④ 日本赤十字社本社（救護・福祉部等）から委託された業務の実施
⑤  災害関連の主要な学会等における研究成果発表及びこれら学会等の

運営にかかる主要な立場からの積極的な参画

主な活動内容

組織図

2023_H2-P07_0601.indd   9 2023/06/02   15:24



08

看護学部／大学院設置学部等

0157-66-3311電　話 北海道北見市曙町664-1住　所

　コロナ禍も収束に向かいそうな年明け、１月19日に本学と日本赤十字看護大学附属災害救護研究
所共催にて国際シンポジウム「厳冬期災害の避難支援と課題」がフィンランド赤十字社の協力で開催
されました。平成27年に開設された本学の災害対策教育センターは、当時ほとんど研究のなかった
厳冬期災害避難所演習を実施し、各方面から注目されました。今年は１月21・22日に３年ぶりに感染
症対策を施した冬期避難所の展開を、氷点下16度の中、多数の専門家の参加を得て実施しました。
　また、コロナ禍とはいうものの、３年にも及ぶと授業や臨地実習だけでなく、大学祭や行事など
学生の活動が引き継がれないことによるマイナス面が大きくなってきました。そのため規模を縮小
して大学祭等を開催し、代わりに後夜祭の花火を盛大に打ち上げるなどの支援をしてきました。
　次年度からはWeb出願による６大学連携併願入試が開始されます。４年間ワーキンググループ
の座長を務めた河口と各大学の入試関係者はその準備に忙殺されましたが、成功を祈りたいと思
います。

　１月21日～22日に厳冬期避難所展開・宿泊演習を開催しました。日
本全国から赤十字に関わる皆様をはじめ、災害医療・保健・福祉担当者、
国・都道府県・市町村の防災担当者、避難所に関わる専門企業ならびに
報道機関など総勢126名での実施となりました。
　新型コロナウイルス感染症により３年ぶりの開催となった演習は、氷
点下16度まで下がるコンディションの中、冬期避難所の展開という高い
目標を掲げ、トイレ（T）・キッチン（K）・ベッド（B）・暖房（Warm）・車中泊

（Car）（TKB+WC）のパートを通して実践的な検証を行い成果を得るこ
とができました。

　１年次後期の「赤十字救急法」では、一次救命処置や応急
手当の知識、技術の習得とあわせて、将来の医療従事者として
の使命感や自信に加え、災害における行動力、リーダーシップ
を養います。
　新型コロナウイルス感染
症拡大の影響により一部
実技を見合わせていました
が、本年度後期から人工呼
吸の実技は実施しない等の
感染防止対策を講じたうえ
で、３年ぶりに全面的な認
定講習を再開し、103名が
合格しました。

　新型コロナウイ
ルス感染症により
３年ぶりの開催と
なりました。「上手
に付き合う糖尿病
～自己管理から食
事療法、運動療法
まで～」をメインテーマに３回にわたり開催し、172名が受講
しました。「糖尿病を自己管理」では無理をせず長続きする自
己管理のコツを、「糖尿病の予防と改善のための身体運動」で
は筋力トレーニングが予防と改善に大切であることを、「糖尿
病食事療法の工夫や困りごとを学び合おう～自分らしい豊か
な生活をおくるために～」では食事療法とうまく付き合う方法
などを、それぞれ学んでいただきました。

河口 てる子
学長

厳冬期災害演習2023の開催

赤十字救急法救急員養成講習の再開 公開講座

日本赤十字北海道看護大学
手渡しの看護を

食事は大型バス「クルーズキッチン」を使用して調理し、
温かい料理が提供された

熱心に耳を傾ける参加者

赤十字の理念を体感しながら学ぶ学生
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　７月24日、９月25日、感染防止対策の観点から予約制とし
て開催しました。
　来学される生徒に対して、感染防止のため演習体験が出
来ないなど制約があるなか、４年生を中心としたチームが、
Instagramにて演習体験動画を作成する等、本学の魅力につ
いてPRを行いました。

　コロナ禍の影響で中止となっていましたが、JICA令和４年度日系社会研修員受入
事業・地域包括医療（看護と介護）としてアルゼンチン国の医師１名が16日間にわた
り本学にて研修を行いました。スペイン語に翻訳した講義資料で、地域包括医療に関
連した講義を行いました。また、北見赤十字病院、北見工業大学、北見市の協力により
施設見学等が行われました。閉講式では、研修で学んだことを帰国後に活かす活動計
画の発表がありました。

　２月17日に講堂で
実施しました。講義題
目を河口てる子のライ
フヒストリー、「病院で
の患者教育システム
は作れたけど、「患者
は変わらなかった」から教員・研究者人生が始まった」として、
１時間の講義が行われました。会場には40名の方と同時に
YouTubeのライブ配信による130名の方に参加いただきまし
た。特に修了生には多く参加いただきました。

　コロナ禍の影響で２年間中止となっていましたが、７月２日、３日、「Heart Beat」を
テーマとして大学祭を開催しました。サークル活動も制限されているため出店やイベン
トも限られるなか、従来のヘルスチェック、看護体験、献血は学生や教職員が一丸とな
り実施しました。子ども縁日の拡大、小中学生対象のミニオープンキャンパスなど、普
段とは異なる形で小規模な大学祭にはなりましたが、２日間で延べ700名を超える皆
様に参加いただきました。

　11月29日に実施しました。北見市副市長、北見市商工会
議所専務理事、北見市社会福祉協議会会長、日赤北海道支
部事務局長、北見赤十字病院院長、看護部長、日赤北見市地
区有功会会長、北見市赤十字奉仕団委員長、大学後援会会
長にご参加頂き、大学運営、教育、地域・社会貢献に関するこ
と等について協議が
なされました。今回
は、会議室を離れて、
４年生の講義見学
や実習施設見学を
行い、本学の教育方
法等について理解を
いただきました。

　食の支援（フードバンク）を計３回実施しました。連合北海道
網走地域協議会やJAきたみらい、一般の企業の皆様より、お
米や乳製品、インスタント食品、生活用品など、多い時で20品
にも及ぶ支援をいただきました。新型コロナウイルス感染症に
よる影響が続く中での支援は、学生にとって大きなイベントの
一つとなり、明るい笑顔が取り戻せた機会となりました。
　また、食堂・売店
で食料品を購入する
ことが出来る引き換
え券を学生へ配布
するなど、本学の学
生へ向けた食の支
援を実施しました。

各
大
学
・
短
期
大
学
の
動
向

オープンキャンパス

JICA令和４年度研修員受入事業

学長最終講義

大学祭

日本赤十字北海道看護大学運営懇話会の開催

食の支援

InstagramでのPR

活動計画の発表

多くの学生で賑わう売店

支援を心待ちにしていた学生

多くの方にご参加をいただいた学長最終講義

基礎・成人看護実習室の見学
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〔大学〕看護学部／大学院　〔短期大学〕介護福祉学科設置学部等

018-829-4000電　話 秋田県秋田市上北手猿田字苗代沢17-3住　所

日本赤十字秋田看護大学
日本赤十字秋田短期大学

　今年度は、秋田県で本学と同様に開学より100年の歴史を持つ「聖霊女子短期大学付属高等
学校」と高大連携協定を締結しました。また、秋田市社会福祉協議会と包括的連携協力協定を締
結し、連携しながら、地域住民の健康増進等の向上を目指しています。また、秋田県の要請を受けて、
「介護施設等防災リーダー養成研修事業」に取り組み、多くの参加があり、好評でした。
　大学、短大ともに、「学修成果の可視化」に向けた取り組みを昨年度より継続して進めています。
また、文科省より選定された「ウィズコロナ時代の新たな医療に対応できる医療人材養成事業」の
補助金を受けて、病院、現職の看護師等を巻き込み、リモート実習プログラムを作成し、活用してい
ます。
　大学院では、CNS課程について、「がん看護」「精神看護」に続いて、新たに「老人看護」が認定さ
れました。さらに、修士課程は、「専門実践教育訓練給付制度」の講座指定を受け、学び直し等を支
援しています。
　引き続き、ウィズコロナ時代に柔軟に対応して教育の質を高めていきたいと思います。

「生きる」を支える人になる

　私のキャリアプランとは、対人援助のプロフェッショナルであ
る看護師・介護福祉士を志す者として、自覚と向上心を高め、
自らの目標を再認識する機会で以前は宣誓式と呼んでいまし
た。今年度も学内での学びを経て、本格的な長期の施設実習
に臨む看護学部３年生と介護福祉学科２年生が参加しました。

　聖霊女子短期大学付属高等学校と本学は高大連携協定を
締結しました。調印式は、聖霊女子短期大学付属高等学校講
堂で行われ、同校３年生の皆さんと両校関係者が参加しまし
た。今後、相互の信頼関係を築きながら連携・交流し、教育の
活性化を図ります。

　「秋田の人道の先達に学ぶ」をテーマに介護老人保健施設「山盛苑」苑長 宮
下正弘氏による講演が行われました。秋田県で赤十字の「人道」に尽力した４名
の人生についてのお話があり、参加した看護学部１年生と介護福祉学科１年生
の学生は先達の活動や思いに耳を傾けました。

私のキャリアプラン 高大連携の締結に係る協定の調印式

第13回赤十字・国際人道教育フォーラム

第13回赤十字・国際人道教育フォーラム

高大連携の締結に係る協定の調印式

私のキャリアプラン

原 玲子
学長
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　卒業研究は、４年生が自分の関心のある研究テーマについ
て、具体的な研究計画書を作成して研究を進める授業です。当
日は各自緊張しながらも、今まで努力してきた成果を精一杯、
堂 と々発表していました。

　高校生だけでなく社会人の方も参加しやすいイベントとし
て、介護福祉士に関心がある方に向けて「おとなの学校見学」
を行いました。参加者には学内見学を通じて学びの場を肌で
感じてもらい、また、個別相談を通じて受験や学生生活につい
ての相談を受け付けました。

　秋田市社会福祉協議会と本学は包括的連携協力協定を締
結しました。災害時におけるボランティアの確保や防災活動、
地域福祉に関する取り組み、介護予防、認知症予防など地域
住民のニーズに応え、活力ある地域社会の形成と人材育成を
目指します。

　学友会主催の「スポーツフェスティバル」が今年度も開催されました。学生たちは各競技で汗を流し、大学・短大の垣根を越えて親
交を深めました。後夜祭では、学生ロックバンド「イチブンノヨン」が会場を盛り上げました。

　３回の公開講座を開催しました。第１回は本学の井上忠男教授による
「戦争のルールから見る世界－ウクライナ戦争と現代社会－」、第２回は
秋田赤十字病院の遠田耕平氏による「ウイルスと共存してきた人類－感じ
る感染症学 序章」、第３回は佐藤高輝氏（特定非営利活動法人FORECIA
代表）による「自分事になりにくい男性側から見た不妊症－不妊症原因の
約50％が男性の時代の心のケア－」をテーマに対面で開催しました。

　秋田竿燈まつりが３年
ぶりに開催されました。
日赤竿燈会が華々しいデ
ビューを飾り、日赤の竿燈
が夜空を彩りました。日赤
竿燈会は、本学のほか日本
赤十字社秋田県支部、秋
田赤十字病院、秋田県赤
十字血液センター、秋田赤
十字乳児院の有志で運営
されています。

看護学部卒業研究発表会

日赤短大「おとなの学校見学」

包括的連携協力協定調印式

秋のスポーツフェスティバル

令和４年度公開講座

竿燈まつりへの参加

令和４年度公開講座

包括的連携協力協定調印式

竿燈まつりへの参加

　日本赤十字社青森県支部の協力を得て毎年本学が主催す
る本ツアーは、赤十字の国際活動である紛争地での人道支
援、自然災害時の救援活動、途上国における開発協力への理
解を深める体験型イベントです。今年度は本学の17名の学生
が参加しました。 

国際活動体験ツアー in AOMORI

国際活動体験ツアー in AOMORI

2023_08-19_0601.indd   11 2023/06/02   15:25



12

看護学部／さいたま看護学部／大学院設置学部等

（広尾キャンパス） 03-3409-0875電　話 住　所 東京都渋谷区広尾4-1-3
（大宮キャンパス） 048-799-2747電　話 住　所 埼玉県さいたま市中央区上落合8-7-19

日本赤十字看護大学

　本学は令和２年度にさいたま看護学部を開設し、２つの学部と研究科をもつ大学となりました。
日本赤十字社との連携のもと、日本赤十字看護大学附属災害救護研究所も２年目となり、研究事
業をより充実させていきます。また、令和４年10月に大学評価を受審し、より強固な教育体制を目
指していきたいと考えています。新型コロナウイルス感染下にあっても、質の高い教育、研究を実施
できるよう様々な取り組みを行い、対面授業の比率を増やしました。実習も困難な状況は続きまし
たが、教職員がWebを活用した演習・実習の方法等を工夫して対応しています。臨床指導者研修
会や公開講座やラ・ソース大学等、海外との交流等も対面やZoomを用いて実施できました。次年
度もICTを効果的に活用しながら、より質の高い教育、研究の実現、大学組織のさらなる発展を目
指したいと思います。守田 美奈子

学長

Vision for Humanity－人道の実現に向けて

広尾キャンパス 大宮キャンパス

　地域連携公開講座は「WITH/
AFTER コロナ時代の生活」をテーマ
として２回のセミナーを計画、10月
15日に１回目（参加者20名）を対面
で、１月16日に２回目（参加者14名）
をオンラインにて開催しました。 

　今年度については、集合・受付などをで
きるだけ分散させる等感染対策を踏まえた
来校型のオープンキャンパス（キャンパスツ
アーや模擬授業等）を開催しました。併せて
YouTubeライブを使用したミニオープンキャ
ンパス（入試解説や在学生の面接対応紹介
等）も実施し、大学の良さを知ってもらうのと
同時に数多くの高校生や保護者の方に参加
いただき、入試広報活動を積極的に実施しま
した。

公開講座の開催（広尾）

オープンキャンパスの開催

全体説明会の様子

対面による公開講座の開催
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　コロナ禍の中、少しでも多くの臨地実習の機会を確保し、感
染対策や各実習施設の方針に合わせて、実習に臨めるように
調整をはかりました。なお、病院によっては、週２回の抗原定
性検査を求められたことに対する対応を行いました。

　大宮キャンパスにおいて、さいたま地域連携・フロンティア
運営委員会主催の公開講座「食と健康～美味しく食べてメタ
ボ予防～」を、地域住民を対象に10月に開催しました。２月

には、「笑いと健康」を
テーマに落語家の三遊
亭楽生師匠を招き、大
学コンソーシアムさい
たまリレー講座として
開催しました。これから
も、地域に根ざしたキャ
ンパスとして広く各種
講座を開催していきた
いと考えています。

　GPAを活用し、学生の学修意欲向上を図ることを目的として、成績優
秀賞を設置しました。これは、卒業時の累積GPAを推薦基準の一つと
し、上位５％に該当する学生に対して表彰を行うものであり、令和４年
度卒業式では８名の優秀な学生に対して表彰を行いました。

　大学間交流協定による交換学生・教員
の派遣・受入は、コロナ禍の影響により、
引き続き中止となりました。その代替とし
て２月24日にZoomによる２か国（本学、
ラ・ソース大学）の学生がディスカッショ
ン等を行うオンライン交流会を開催しま
した。

　２月18日に「これからの日本の災害対応を考える」と題し、
内閣府大臣審議官からの講演及び各部門の活動報告を行う

オンラインセミナーを
企画、実施し、402名
の参加がありました。ま
た、登壇者間のディス
カッション及び会場か
らの質疑応答も多く、
情報交換・発信の場と
なり、本学の研究所を
広く社会に周知する良
い機会となりました。 

　保護者懇談会（遠隔）を開催した際に、大学に来る機会がないため学内ツアーを開催して欲しいとの要望があり、３月10日に開催し
ました。少人数ではありましたが、学生が学んでいる環境を知ることができたという声をいただき、アンケートの結果、満足度も高い状
況でした。

実習について（広尾）
公開講座の開催（大宮）

成績優秀賞の表彰

交換留学企画について

災害救護研究所の活動

保護者学内ツアーについて

さいたま市民を対象に実施

２月18日に実施した
オンラインセミナーの案内

卒業式での表彰の様子

スイスのラ・ソース大学の学生と
本学の学生がオンラインで交流
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地球に寄り添う看護

日本赤十字豊田看護大学

　令和４年度は、ウィズコロナ時代における看護大学として感染対策を万全にしながら、臨地実
習の実施や対面型オープンキャンパスの実施など、人と人とが直接交流することを徐々に再開した
一年でした。また、本学から初めて２名の博士課程修了者に学位を授与できたことを嬉しく思うと
ともに、今後も教育・研究力の更なる向上を図っていく所存です。
　医療従事者向け研修会については、コロナ禍の感染対策としてオンラインで実施したところ、対
面の開催とは異なり参加者が全国に拡がったというメリットに気づくことになりました。また11月に
開催された令和４年愛知県赤十字大会への学生参加、日本赤十字社名誉副総裁である寛仁親王
妃信子殿下に本学をご視察いただくなど、赤十字看護師を育成する大学の役割を強く意識する年
でもありました。
　令和５年度は開学20周年を迎えます。これを節目として、これからも人道を基盤とした赤十字理
念の下、さらに質の高い教育・研究に尽力して参ります。鎌倉 やよい

学長

看護学部／大学院設置学部等

0565-36-5111電　話 愛知県豊田市白山町七曲12-33住　所

　11月２日に開催された愛知県赤十字大会に２年生が合唱及び会
場スタッフとして参加しました。感染対策上、会場での合唱はできな
かったため、事前に本学にて収録した「あこがれの赤十字」が会場で
披露されました。
　また、本学にて日本赤十字社名誉副総裁の寬仁親王妃信子殿下
が血圧測定及び脈拍測定の演習の様子をご視察されました。妃殿下
から優しくお声掛けいただき、緊張していた学生たちも次第に笑顔に
なり、一生懸命ご質問に答えていました。

　高大連携プロジェクトを立ち上げ、入学前教育課題のブラッシュアップを行いました。特に理数系科目につい
て、入学生の多様な学修歴を考慮しながら、入学後の「看護学」の学習がスムーズに進められるように、看護学
や看護実践の基盤となる基礎的な数学・生物・化学・物理の各項目を厳選するとともに、出題形式を「看護学」
をイメージできるよう工夫し、看護実践につながるコラムや体験課題も取り入れて冊子化しました。

　赤十字思想誕生100周年記念行事の際に、赤十字思想発祥地であるソルフェリーノの丘に自生してい
た糸杉の種子が集められ、世界中の赤十字社に贈られました。その貴重な一部が大きく育ち、現在本学
にて学生たちを見守っています。
　来年度迎える開学20周年記念事業のシンボルマークにこの糸杉を入れるだけでなく、学生の赤十字
の意識を高めるため、記念事業の一つとしてこの糸杉を挿し木で増やすプロジェクトを立ち上げました。

赤十字大会への参加及び日本赤十字社名誉副総裁のご視察

入学前教育課題の作成

シンボルツリー「糸杉」と開学20周年記念事業
日本赤十字社名誉副総裁のご視察

開学20周年記念事業
シンボルマーク

入学前課題（表紙）
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　感染防止対策を取りながら、午前・午後の二部制（入れ替
え制）、人数制限ありの完全予約制にて参集型のオープンキャ
ンパスを計２回実施し高校生・既卒者407名の参加がありま
した。模擬授業、看護体験、展示、在学生によるキャンパスツ
アー、在学生および教職員による相談ブースに加え、今年度は
本学卒業後のキャリアを紹介する一環として、赤十字の国際
救援派遣経験者である看護師の講演や、日本赤十字社愛知
県支部の展示ブースも設置しました。

　教育・研究活動の成果を地域・社会に還
元し、活性化につなげることを目的として、
地域の医療従事者向けの研修会（専門職
向け研修会）を開催し、今年度は計227名
の参加がありました。
　研修内容によって開催方式を変え実施
しましたが、オンライン（Zoom）開催での
研修「対応に配慮の必要な看護師の育成」
では、愛知県内だけでなく全国の看護教
育・看護臨床現場の指導者75名にご参加
いただき、グループワークでは活発なディ
スカッションが行われました。

　３年生の実行委員が中心となり、参加者を本学学生のみに限定
した「いとすぎ祭」を作り上げました。コロナ禍でサークル活動等が
制限され、先輩・後輩との交流の機会も少ない今だからこそ、いとす
ぎ祭のテーマは「繋（つなぐ）」とし、他学年でチームを組み、看護学
生らしく心臓マッサージの的確さを競うなど工夫を凝らしたゲーム
で盛り上がりました。感染症や熱中症対策を充分考慮しながらでき
ることを見つける前向きな姿勢は素晴らしいものでした。

　豊田市内及び近隣の大学・高等専門学校と豊田市との包
括連携協定が10年目を迎えることから、これからの地域と大
学等の連携によるまちづくりの展望を考える機会とするため
シンポジウムが開催されました。事例発表とアフターセッショ
ンに本学教員が参加し「地域の介護施設の感染対策力を向上
するための行政・大学・施設の三者協働による取組み」という
テーマで、全国の介護施設の感染対策力を底上げするための
支援の構築について発表しました。

参集型オープンキャンパスの実施

地域の医療従事者向け研修会の開催

学生が工夫を凝らし実現した「いとすぎ祭」（大学祭）

地域・大学等連携シンポジウムin豊田市への参加

オープンキャンパス（災害看護学領域の看護体験）

「いとすぎ祭」の一場面

地域・大学等連携シンポジウムin豊田市

専門職向け研修会
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“人道”の心で人とつながる看護を学ぶ 

看護学部／大学院設置学部等

0829-20-2800電　話 広島県廿日市市阿品台東1-2住　所

日本赤十字広島看護大学

　開学20周年を迎えた節目の年から約３年間にわたって、新型コロナウイルス感染症拡大の波に
影響を受けながらも、本学では、「学びを止めない」を共通認識として教育を工夫し、かつ時代の変
化に対応した看護教育へと教職協働で取り組んでいます。
　令和４年度は、大学基準協会の認証評価の受審に全学をあげて臨み、教員の質向上に係る事項
で、実地調査時の評価委員から高い評価を受けました。また、新カリキュラム開始年度であり、特に
１年次の「看護の基盤実習Ⅰ」では、看護学の学びへの早期暴露となりました。さらに、ICTを活用
した看護学教育は、デジタルモデル作成による授業での活用へと進みました。国内での学習にとど
まっていた国際看護学演習等の海外での学習機会のうち、ラ・ソース大学との交流事業、イギリス短
期語学留学の再開をしました。広報活動への学生の参画としての、学生広報チームも軌道に乗って
きました。昨年度からのヒューマンケアリングセンターの在り方検討を終え、令和５年度からは新た
な展開に向かいます。田村 由美

学長

　学校教育法に定める認証評価について公益財団法人大学基準協会に評価申
請を行い、書面と実地の審査を経て令和５年３月に「大学基準に適合している」と
認定されました。
　令和４年10月の実地調査では、評価委員から高い評価を受けました。特に
ティーチングポートフォリオや本学独自のFDマップは、教員資質の向上において意
義ある取り組みとして評価されました。また教員組織の改編についても、専門領域
を超えた教育活動の実施に繋がる先駆的な取り組みとして高く評価されました。

　発足から１年を迎えた学生広報チーム「日赤広島看護大ぴーあーるLABO」
（略称：ぴーあーるLABO）は、メンバーの増員とともに活動の幅を広げています。
　その一環として、５月に自主企画・運営のオープンキャンパス「ラボキャン」を開催
し、秋には動画の構成から編集まですべてメンバーが手掛ける「LABO's VLOG」
の作成・公開を始めました。
　今後も、学生生活や学修活動の様子を、学生目線で発信していきます。

　地球環境問題への取り組みが世界的に要請されているなか、本学もＣO2排出
量の削減に貢献する省エネルギー対策の一環として、学内照明のLED化を行いま
した。実施にあたっては施工方法及び契約内容等を十分に吟味し、経済的メリッ
トが十分に期待されるESCO事業（相手業者の費用負担でLEDに交換し、電気料
金の削減予測分の一定の割合の定額報酬を契約期間に支払うサービス）を採用
しました。これにより、キャンパスの省エネルギー化を合理的に実現し、今後も原
油価格高騰の影響により増加が続く電気料金の抑制も期待できます。

大学認証評価で「適合認定」を獲得

LABO's VLOG　はじめました！

学内照明のＬＥＤ化を完了

日赤広島看護大ぴーあーるLABO's VLOGトップページ

エントランスのLED照明

大学評価実地調査
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　ヒューマンケアリングセンターの機能強化として、学生のボランティ
ア活動や医療福祉関係のアルバイト、セミナーやシンポジウムへの参
加などの募集を、センターが統括して組織的に行うことにしました。学
生からは、「参加しやすくなった」「活動に授業での学びを活かせた」、

「地域の方とのコミュニケーションから学びや気づきがあった」など
の報告があり好評です。また、相手先からも、若者らしくきびきびと積
極的に行動する姿に感謝の声が寄せられました。

　図書館では、開学以来設置していた入館・退館システムを８月
にリニューアルしました。
　新しい装置では、ICリーダーに学生証をかざすことによりゲー
トが自動開閉し、入館、退館ゲートの双方で非接触での図書館の
出入りが可能となりました。全体
的にスマートな印象となり、大学
のロゴマークがLEDライトで照ら
されており、学生にも好評です。
　また、入館時だけでなく退館時
もデータを取得し集計ができるよ
うになり、学生の滞在時間や在館
者数が容易にわかるようになりま
した。データを分析し、いっそうの
利用促進に繋げます。

　10月から、１年生を対象に「看護の基盤実習Ⅰ」という新たな実習を開始しまし
た。この実習では、小学校、病院・診療所、地域サロンの場で活動する人 と々の交流
や、そこで行われる健康管理などの場面を通して、看護専門職を志す学生として、
主に「対象理解」「コミュニケーション」について学びました。さらに地区踏査を通
して、地域の健康課題について考察し、学内でプレゼンテーションを行いました。
本実習は学生の知的好奇心と主体性を高める貴重な経験となりました。本学は、
これからもさらに充実を図ります。

　コロナ禍で学生が臨地実習を十分に受けられず卒業し
ていく状況を受け、臨床で新人の指導を担う看護専門職
を対象に、初めて令和３年度に年５回の「臨床指導者研修
会」をオンラインで開催しました。令和４年度からは本格的
な事業としてオンラインと対面のハイブリット型で開催し、
主に西日本の赤十字病院、県内の医療施設から56名（延
べ151名）の参加があり、５回の全課程を受講した27名に
修了証を授与
しました。今後
も、臨床現場
との連携を強
化し継続して
いきます。

　看護教育開発委員会が中心となり、自ら学ぶ学生を育てるための学修支援体
制の強化として、教育へのICT活用を推進しています。令和４年度は、教員に対す
るFDを実施し、ICT通信の発行を始めました。FDでは、CG技術で作成したデジ
タルモデルと顔のキャプチャを合成したデジタル患者の授業活用について、演習
での活用例を示しながら研修をしました。ICT通信は半期毎に発行しており、教
育に利用可能なアプリやソフトウェアの紹介と授業活用例の共有を行いました。
　令和５年度には教育用電子カルテを導入し、本学で養成している模擬患者、シ
ミュレータ、デジタル患者という多様な患者を活用して、シミュレーション教育の
更なる充実を図っていきます。

ヒューマンケアリングセンターによる学生ボランティア活動の活性化

図書館 入退館システムのリニューアル

幅広い看護の対象理解を育む～新たな看護学実習の取り組み：看護の基盤実習Ⅰ

臨床指導者研修会の開催

シミュレーション教育の充実に向けたICT活用

廿日市主催「あいプラザまつり」での
学生ボランティア

更新後の退館ゲート（図書館）

ICT通信（看護教育開発委員会発行）

サロンでの地域住民と学生の交流（看護の基盤実習Ⅰ）

感謝状(障がい者との交流クリスマス会）

臨床指導者研修会でのグループディスカッション
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ひとりを看る目、その目を世界へ

看護学部／大学院設置学部等

0940-35-7001電　話 福岡県宗像市アスティ1-1住　所

日本赤十字九州国際看護大学

　今年度は、赤十字の「人道」の理念のもと、学生・教職員が一丸となり人々の生命と尊厳を守るた
めの学びを深めるとともに、本学の内部質保証の取り組みと評価、発展に向けた今後の取り組みに
ついて検討した重要な１年でした。認証評価の取り組みは、次の発展のエネルギーとなると実感し
ています。「ひとりを看る目、その目を世界へ」をモットーに、質の高い教育を探究するため、DX推進
計画のもと、文科省の補助金を獲得し、ICTや多様な教育方法の活用により、学生自らが主体的に
学習し、成長を実感できる教育・研究環境の改革を推進しました。自校教育ならびに社会連携活動
に注力し、赤十字支部・病院、宗像市との連携・協働により、「企画展：みんなで人道について考える」
「大学生とつくる元気なまちプロジェクト」などを実施、社会に開かれた大学として歩みを続けてい
ます。OSCEを用いて日頃の学習成果を競い学生・教職員の絆を深める「第２回学長杯」を開催し、
学生の逞しい成長をみることができました。今後も地域とともにある大学として尽力して参ります。小松 浩子

学長

　今年度、デジタル教科書の導入に伴い、より快適な学習環境を
整えるため、学内アクセスポイントの増設及び基幹ネットワークの
増強・拡充を行いました。また、文科省の補助金を受け、授業を簡
単に収録し公開できる動画収録システムを各教室に導入し、学生が

「もっと学びたい」、「学びなおしたい」時にいつでも学習できる環境
を整えました。DX推進の教職員研修も実施し、ソフト・ハード両面で
DXが一層加速した１年となりました。

　社会貢献・連携の一環として、市民公開講座「地域に
ひろげる『防災・減災』～いのちと健康を守る（４回シリー
ズ）」を開講し、50名以上の方に参加いただきました。ま
た、宗像市や海上保安庁等の訓練に、学生・教職員がボラ
ンティアとして参加しました。赤十字の大学として、防災・
減災意識の向上を図るという大学の使命を再認識し、日
頃から地域と意識と実践を共有する「共助」の重要性を
確認しました。

　学校教育法に基づく機関別認証評価の受審年度にあたり、本学の内部質保証の取り組みと評価、発展に向けた今後の取り組みに
ついて検討した重要な１年でした。第三者から客観的に評価いただくことで、内部質保証システムの効率化に向けた改善点を再認識
することができました。認証評価に向けた全学的取り組みは、次の発展に向けたエネルギーとなると実感しました。

学内の情報環境を整備し、DX推進を加速

「防災・減災」を基軸にした社会連携活動：公開講座・災害訓練

大学基準協会による認証評価を受審

宗像市総合防災訓練トリアージ

新設の遠隔授業設備に関する研修
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　文科省の「ウィズコロナ時代の新たな医療に対応
できる医療人材養成事業」を獲得し、高性能シミュ
レーターとMRゴーグル等の導入による実践力の向
上を図りました。リアルな症状の変化を再現すること
で、学生のアセスメント力を強化することができ、教
育の質の向上に繋がっています。MRゴーグル等の
活用は、さらに専門家と協働して観察力や臨床判断
力の向上に繋げるための授業計画を構築しつつあり
ます。

　看護実践力をチームで競う企画「第２回学長杯」を９月に
実施しました。赤十字の大学で学ぶ意義を実践とともに体験
できる様々な課題に、計36名の学生がチャレンジしました。異
学年や普段はあまり関わりの少ない学生同士がチーム一丸
となって課題に取り組むことで、臨機応変な対応力や先輩か
ら後輩に助言したりする姿が見られるなど、ディプロマ・ポリ
シーに掲げる自己教育力やチームで働く力が磨かれる機会と
なりました。

　赤十字運動月間である５月に、「みんなで人道について
考える」をテーマに、１年生が赤十字科目で取り組んだ学
習成果や、ウクライナをはじめとする人道危機に関するポス
ター・写真を展示する企画展を実施しました。学内外から延
べ412名の方々にご来場いただきました。企画展を通して、
学生・教職員が赤十字の一員として、「人道」とは何かを問い、

「人道」について深く考え、赤十字への理解を深める機会と
なりました。

DXによる教育・研究の推進：補助金による教育・研究の推進

第２回学長杯自校教育の推進：「人道について考える」企画展

高性能シミュレーター

人道企画展

新人看護師に的確な指示を出して安全にケアをしよう！

　コロナ禍の約２年間、交流協定校への海外研修を見送って
いましたが、３月にようやく対面交流を再開し、国際看護コー
スの学生２名をラ・ソース大学（スイス）に２週間派遣しまし
た。学生は、現地で介護老人保健施設や病院等を視察し、学
びを深めました。ナムディン看護大学（ベトナム）とは、引き続
きオンライン交流を実施。９月には、学習成果を相互に発表し
て、大学生活での様子や文化について共有・交流することがで
きました。

国際交流活動の再開

ラ・ソース大学海外研修
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学　校　名
看護学部 大学院看護学研究科

入学定員 志願者 入学者 課程 専　攻 入学定員 志願者 入学者

日本赤十字
北海道看護大学 100 272 119

修士 看護学 16 11 9

博士 共同看護学 ※1 2 1 0

日本赤十字
秋田看護大学 100 336 108

修士 看護学 12 4 4

博士 共同看護学 ※1 2 0 0

日本赤十字看護大学
修士

看護学 32 51 30

国際保健助産学 15 37 16

博士
看護学 ※1 8 8 5

共同災害看護学 ※2 ー ー ー

日本赤十字
豊田看護大学 120 644 139

修士 看護学 10 9 9

博士 共同看護学 ※ 1 2 1 1

日本赤十字
広島看護大学 125 496 136

修士 看護学 10 11 10

博士 共同看護学 ※1 2 1 1

日本赤十字
九州国際看護大学 100 321 107

修士 看護学 10 16 11

博士 共同看護学 ※1 2 2 1

合　計

755 3,913 840
修士

看護学 90 102 73

国際保健助産学 15 37 16

合　計 105 139 89

博士

共同看護学 ※1 10 5 3

（参考）3 年次編入
日本赤十字看護大学看護学部

看護学 ※1 8 8 5

共同災害看護学 ※2 ー ー ー

10 27 8 合　計 18 13 8

学　校　名
介護福祉学科

入学定員 志願者 入学者

日本赤十字
秋田短期大学 30 32 25

博士課程のうち、※1は博士後期課程、※2は５年一貫制博士課程

  看護学部

  さいたま
  看護学部

130

80

1,200

644

144

87

（単位：人）

（単位：人）

　令和４年度の学部入学者数は、６大学７学部で合わせて840人でした。また、大学院は修士課程89人及び博士課程８人、短期大
学は25人がそれぞれ入学しました。

入学者の状況 （令和４年５月１日現在）1

事業の概要

学生の動向
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学　校　名
看護学部 大学院看護学研究科

収容定員 在学生 課程 専　攻 収容定員 在学生

日本赤十字
北海道看護大学 400 431

修士 看護学 32 22

博士 共同看護学 ※1 6 12

日本赤十字
秋田看護大学 400 432

修士 看護学 24 15

博士 共同看護学 ※1 6 6

日本赤十字看護大学
修士

看護学 64 70

国際保健助産学 30 35

博士
看護学 24 47

共同災害看護学 ※2 6 7

日本赤十字
豊田看護大学 480 533

修士 看護学 20 18

博士 共同看護学 ※1 6 13

日本赤十字
広島看護大学 500 532

修士 看護学 20 26

博士 共同看護学 ※1 6 8

日本赤十字
九州国際看護大学 400 449

修士 看護学 20 26

博士 共同看護学 ※1 6 10

合　計 2,960 3,229

修士

看護学 180 177

国際保健助産学 30 35

合　計 210 212

博士

共同看護学 ※1 30 49

看護学 24 47

共同災害看護学 ※2 6 7

合　計 60 103

学　校　名
介護福祉学科

収容定員 在学生

日本赤十字
秋田短期大学 60 47

博士課程のうち、※1は博士後期課程、※2は５年一貫制博士課程

  看護学部

  さいたま
  看護学部

540

240

587

265

  

（単位：人）

（単位：人）

　令和４年度の在学生数については、学部学生は６大学７学部で合わせて3,229人、大学院生は修士課程212人及び博士課程
103人でした。また、短期大学では47人が在学していました。

在学生の状況 （令和４年５月１日現在）2

事
業
の
概
要

学生の動向
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学　校　名 卒業者数

　　就　　職　　者
進学者

（専門学校を
含む）

就職・進学
以外の
進路者

進路
未定者合　計

内　　訳

赤十字病院
（％は対卒業者数）

赤十字以外
の病院

その他
（行政等）

日本赤十字北海道看護大学 101 94 53 52.5％ 40 1 7 0 0 

61 56 50 6 0 5 0 0 

日本赤十字秋田看護大学 103 89 41 39.8　 39 9 8 0 6 

30 26 26 0 0 1 0 3 

日本赤十字看護大学 147 132 91 61.9　 36 5 11 4 0 

79 76 70 6 0 2 1 0 

日本赤十字豊田看護大学 133 123 68 51.1　 53 2 5 2 3 

49 48 48 0 0 0 1 0 

日本赤十字広島看護大学 130 126 61 46.9　 58 7 2 0 2 

25 24 21 3 0 1 0 0 

日本赤十字九州国際看護大学 118 111 57 48.3　 52 2 5 0 2 

21 21 20 1 0 0 0 0 

合　　計 732 675 371 50.7　 278 26 38 6 13 

265 251 235 16 0 9 2 3 

学　校　名 卒業者数

　　  就 　　職 　　者

進路
未定者合　計

内　　訳

赤十字
関係施設

赤十字
以外の

医療施設

赤十字
以外の

福祉施設
その他

（行政等）

日本赤十字秋田短期大学 20 17 2 1 13 1 3

22

※「就職」と「進学」には働きながら進学する者を各々計上しているため、「就職者」～「進路未定者」の合計と「卒業生数」とは一致しない場合がある。

【看護学部】

（うち赤十字奨学生）

（うち赤十字奨学生）

（うち赤十字奨学生）

（うち赤十字奨学生）

（うち赤十字奨学生）

（うち赤十字奨学生）

うち赤十字奨学生合計

【短期大学　介護福祉学科】

※卒業生には赤十字奨学生はいない。

（単位：人）

（単位：人）

　令和４年度の学部の卒業生は732人であり、そのうち371人（50.7％）が赤十字病院に就職しました。また、修士課程の修了者85
人のうち28人（32.9％）及び博士課程の修了者13人のうち5人（38.5％）が、赤十字病院・赤十字関係教育機関等に就職しました。
なお、学部卒業生のうち265人（36.2％）が、赤十字奨学金を受給しています。

卒業生の進路状況 （令和５年４月１日現在）3

学生の動向
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学　校　名 修了者数

就    職    者
進学者 進路

未定者
(就職・進学
以外の進路

含む)
合　計

内　訳
医療機関 その他（行政・教育施設等）

赤十字病院
（％は対修了者数）

赤十字以外
の病院

赤十字
関係

赤十字
以外

赤十字
関係

赤十字
以外

日本赤十字北海道看護大学 7 7 4 57.1％ 3 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 

日本赤十字秋田看護大学 9 9 2 22.2　 5 1 1 0 0 0 
1 1 1 0 0 0 0 0 0 

日本赤十字看護大学 44 41 10 22.7　 27 2 2 1 0 2 
1 1 1 0 0 0 0 0 0 

日本赤十字豊田看護大学 5 5 2 40.0　 2 1 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 

日本赤十字広島看護大学 8 8 2 25.0　 3 3 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 

日本赤十字九州国際看護大学 12 12 1 8.3　 10 0 1 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合　　計 85 82 21 24.7　 50 7 4 1 0 2 
2 2 2 0 0 0 0 0 0 

学　校　名 修了者数

就    職    者
進学者 進路

未定者
(就職・進学
以外の進路

含む)
合　計

内　訳
医療機関 その他（行政・教育施設等）

赤十字病院
（％は対修了者数）

赤十字以外
の病院

赤十字
関係

赤十字
以外

赤十字
関係

赤十字
以外

日本赤十字北海道看護大学 1 1 0 0.0％ 0 1 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 

日本赤十字秋田看護大学 0 0 0 0.0　 0 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 

日本赤十字看護大学 8 7 1 12.5　 0 3 3 0 0 1 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 

日本赤十字豊田看護大学 2 2 0 0.0　 0 0 2 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 

日本赤十字広島看護大学 1 1 0 0.0　 0 0 1 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 

日本赤十字九州国際看護大学 1 1 0 0.0　 0 0 1 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 

小　　計 13 12 1 7.7　 0 4 7 0 0 1 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 

日本赤十字看護大学 0 0 0 0.0　 0 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 

小　　計 0 0 0 0.0　 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0 0 0

合　　計 13 12 1 7.7　 0 4 7 0 0 1 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 

23

【大学院】

※「就職」と「進学」には働きながら進学する者を各々計上しているため、「就職」～「進路未定者」の合計と「修了者数」とは一致しない場合がある。

※「就職」と「進学」には働きながら進学する者を各々計上しているため、「就職」～「進路未定者」の合計と「修了生数」とは一致しない場合がある。

(修士課程）

(博士課程）

博
士
後
期
課
程

５
年
一
貫
制
博
士
課
程

（うち赤十字奨学生）

（うち赤十字奨学生）

うち赤十字奨学生合計

うち赤十字奨学生小計

うち赤十字奨学生小計

うち赤十字奨学生合計

（うち赤十字奨学生）

（うち赤十字奨学生）

（うち赤十字奨学生）

（うち赤十字奨学生）

（うち赤十字奨学生）

（うち赤十字奨学生）

（うち赤十字奨学生）

（うち赤十字奨学生）

（うち赤十字奨学生）

（うち赤十字奨学生）

（うち赤十字奨学生）

（単位：人）

（単位：人）

事
業
の
概
要
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学　校　名
合　　計 新　　卒 既　　卒

受験者 合格者 合格率 受験者 合格者 合格率 受験者 合格者 合格率

日本赤十字北海道看護大学 104 100 96.2% 101 97 96.0% 3 3 100.0%

日本赤十字秋田看護大学 104 96 92.3 103 95 92.2 1 1 100.0

日本赤十字看護大学 137 135 98.5 136 135 99.3 1 0 0.0

日本赤十字豊田看護大学 134 131 97.8 133 130 97.7 1 1 100.0

日本赤十字広島看護大学 131 129 98.5 130 128 98.5 1 1 100.0

日本赤十字九州国際看護大学 121 116 95.9 118 114 96.6 3 2 66.7

合　　　計 731 707 96.7 721 699 96.9 10 8 80.0

● 第112回看護師国家試験

学　校　名
新　　卒

受験者 合格者 合格率

日本赤十字北海道看護大学（大学院） 6 6 100.0%

日本赤十字秋田看護大学（大学院） 4 2 50.0

日本赤十字看護大学（大学院） 17 16 94.1

日本赤十字九州国際看護大学（大学院） 5 4 80.0

計（大学院） 32 28 87.5
日本赤十字広島看護大学（学部） 10 8 80.0

合　　　計 42 36 85.7

● 第106回助産師国家試験

学　校　名
合　　計 新　　卒 既　　卒

受験者 合格者 合格率 受験者 合格者 合格率 受験者 合格者 合格率

日本赤十字北海道看護大学 19 19 100.0% 19 19 100.0% 0 0 - %

日本赤十字秋田看護大学 22 22 100.0 21 21 100.0 1 1 100.0

日本赤十字看護大学 21 21 100.0 20 20 100.0 1 1 100.0

日本赤十字豊田看護大学 23 23 100.0 22 22 100.0 1 1 100.0

日本赤十字広島看護大学 30 30 100.0 29 29 100.0 1 1 100.0

日本赤十字九州国際看護大学 18 18 100.0 16 16 100.0 2 2 100.0

合　　　計 133 133 100.0 127 127 100.0 6 6 100.0

● 第109回保健師国家試験

● 第35回介護福祉士国家試験（新卒）

※既卒の受験者はいない。

（単位：人）

（単位：人）

（単位：人）

（単位：人）
学　校　名 受験者 合格者 合格率

日本赤十字秋田短期大学 17 17 100.0% ※既卒の受験者はいない。

　６大学における各国家試験の新卒者の平均合格率は、看護師96.9％、保健師100％及び助産師85.7％でした。また、短期大学
の介護福祉士国家試験の合格率は100％でした。引き続き各大学では、合格率100％を目指し、教育・指導を強化することとして
います。

国家試験の合格状況 （看護師・保健師・助産師・ 介護福祉士 令和５年３月24日発表）4

学生の動向
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　３看護大学大学院（日看大・豊田・広島）では、認定看護管理者の
認定審査を受験できるコース等を設置して資格取得に向けた教育
を行っており、令和４年度は８人が修了しました。

認定看護管理者（CNA）
教育課程の推進

※各大学とも修士課程に設置
注）CNA：Certified Nurse Administrator

● 認定看護管理者（CNA）認定審査の
　受験資格が取得可能な大学

学　校　名 領域 修了者数
日本赤十字

看護大学（大学院） 看護管理学領域 3

日本赤十字
豊田看護大学（大学院） 看護管理学領域 2

日本赤十字
広島看護大学（大学院）

看護教育・管理学領域
（教育・研究者コース） 3

合　　　計 - 8

（単位：人）

　各大学においては、学生のニーズに配慮した質の高い看護教育への取り組みを実施しています。
また、短期大学では、医療・福祉の現場で活躍できる介護福祉士教育が行われています。

事
業
の
概
要

　平成28年度から、北海道、秋田、豊田、広島及び九州の５看護大学が連携して「大学院看護学研究科共同看護学専攻（博士後期課
程）」を設置し、主にWeb会議ツールを用いた教育が実施されています。これまでに蓄積してきた赤十字の教育・研究の資源や成果を
１つの「共同教育課程」を通じて有機的に機能させ、看護の発展に寄与できる研究者、教育者及び実践者の養成を目指しています。
　また、令和４年度は、引き続き新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、対面授業と遠隔授業を併用するなど、ICTを活用
した教育を効果的に実施しました。

　各大学では、臨地実習科目の約７割、多い大学では９割以上を赤十字病院等と連携して行っています。また、赤十字病院では、看護
教員資格を取得可能な研修や臨地実習指導者養成講習会などの教育・指導に関する研修を修了した者が多く在籍し、質の高い臨地
実習環境が提供されています。令和４年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により、実習時間のすべてを臨地実習で実施できない
場合でも、臨地実習と学内実習を併用するなど、学びの質の担保に心がけました。

　保健・医療・福祉の発展に貢献し、看護実践の質の向上を図ることに寄与できる高度専門職業人としての看護師を育成するため、
全看護大学大学院において、専門看護師（CNS）教育課程を開設しています。
　令和４年度は、３看護大学で合計16人が同教育課程を修了しました。なお、CNS教育課程は、我が国の少子高齢社会や医師不
足を背景に、これまでにない看護への社会からの期待に応えられるよう、令和６年度から26単位教育を38単位教育に移行する予
定としています。

ICTを活用した教育の推進

赤十字病院等と連携した臨地実習

大学院における専門看護師（CNS）教育課程の推進

1

2

3

4

教育活動の動向

● 専門看護師（CNS）が教育課程を設置する大学
学　校　名 教育課程名 日本看護系大学協議会

認定単位 修了者数

日本赤十字
北海道看護大学（大学院）

慢性看護 38 0
精神看護 38 0

日本赤十字
秋田看護大学（大学院）

がん看護 38 0
精神看護 38 2

日本赤十字
看護大学（大学院）

がん看護 38 3
小児看護 38 2
慢性看護 38 1

クリティカルケア看護 38 4
老年看護 38 0
精神看護 38 0
在宅看護 38 0
災害看護 38 2

学　校　名 教育課程名 日本看護系大学協議会
認定単位 修了者数

日本赤十字
豊田看護大学（大学院）

小児看護 38 0
精神看護 38 0

日本赤十字
広島看護大学（大学院）

小児看護 38 0
精神看護 38 0
災害看護 38 1
がん看護 38 1

日本赤十字
九州国際看護（大学院）

クリティカルケア看護 38 0
在宅看護 38 0
精神看護 38 0
老年看護 38 0

合　　　計 - 16

（単位：人）

※各大学とも看護学研究科看護学専攻修士課程に設置　注）CNS：Certified Nurse Specialist
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●令和４年度「学校法人日本赤十字学園赤十字と看護・介護に関する研究助成」による支援事業の状況
【新規事業】

学　校　名 支援事業テーマ 研究期間

日本赤十字看護大学 日本航空123便墜落事故での赤十字救護における看護の役割～支援活動に携
わる人々への支援を含めた看護の実践活動から～ 2年

日本赤十字豊田看護大学 地域住民の主体性を基盤にした健康な暮らしを維持する地域防災支援システム
構築の課題をめざす実践研究 2年

2 大学 2 件

【継続事業】
学　校　名 支援事業テーマ 研究期間

日本赤十字看護大学
日本航空123便墜落事故における赤十字の救護 2年

コロナ禍で展開したブレンディッド・ラーニングによる学生の学びと看護技術教
育方法の検討～日常生活行動援助に焦点を当てて～ 2年

日本赤十字豊田看護大学
新型コロナの時代の「イラストで良くわかる高齢者介護施設のための感染対策
マニュアル＆動画」の作成と、介護施設の職員の感染対策力を底上げする教育
システムの構築

2年

日本赤十字九州国際看護大学 看護基礎教育と新人教育のシームレス化を目指した看護技術到達度サプリメン
トの開発 2年

3 大学 4 件

【令和２年度事業のうち令和４年度へ繰り越した事業】
学　校　名 支援事業テーマ 研究期間

日本赤十字看護大学

地域医療支援病院でセルフケア支援を普及させる看護職の役割モデルの検討 2年

国際協力の病院医療支援事業における効果的なテクニカルアドバイザーモデル
の構築案 1年

戦争神経症に関する精神科医療及び看護の変遷―赤十字の戦時救護活動に焦
点をあてて― 2年

東日本大震災後に糖尿病を発症・悪化した人びとにおける生活経験の現象学的
記述―複合災害に見舞われた福島県相馬・南相馬地区での調査を介して― 2年

1 大学 4 件

　当学園が設置する各大学の教員は、災害・国際看護などの看護学に関する研究、看護教育に関する研究、赤十字に関する研究
など、個々の専門性を活かした研究に取り組みました。

　「学校法人日本赤十字学園赤十字と看護・介護に関する研究助成」では、赤十字に関する研究として応募のあった２件を採択しま
した。令和３年度からの継続事業４件及び令和２年度からの繰り越し事業４件を合わせ、合計10件の研究に対し、2,469千円を交
付しました。なお、継続事業及び繰り越し事業については、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により研究期間を延長しています。
　教員の教育・研究活動を推進するための「学校法人日本赤十字学園教育・研究及び奨学費基金」による支援については、３件の応
募があり、１件を採択しました。令和３年度からの継続事業１件及び令和２年度からの繰り越し事業１件を合わせ、合計３件の研究
助成に対し、934千円を交付しました。

学園基金等による研究活動助成1

研究活動の動向
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【令和２年度事業のうち令和４年度へ繰り越した事業】
学　校　名 支援事業テーマ 研究期間

日本赤十字豊田看護大学 看護学実習における看護学生に求める主体性尺度の開発に関する研究 2年

1 大学 1 件

●令和４年度「学校法人日本赤十字学園教育・研究及び奨学費基金」による支援事業の状況
【新規事業】

学　校　名 支援事業テーマ 研究期間

日本赤十字秋田看護大学 在宅高齢者の排泄自立再獲得支援に関する看護職者の態度尺度の開発 2年

1 大学 1 件

【継続事業】
学　校　名 支援事業テーマ 研究期間

日本赤十字豊田看護大学 場面緘黙を抱える成人当事者と家族に有効なサポートの検討 1年

1 大学 1 件

〇 継続研究には、他学園から当学園へ異動してきた者も含む。
〇 赤十字と看護・介護に関する研究助成、教育・研究及び奨学費基金にかかる教育・研究事業は除く。
〇 「研究分担者」とは、他の大学等の教職員との共同研究において、研究代表者ではない場合である。
〇 新規研究には、育児休暇取得に伴い補助金留保となっているもの及び前所属施設で申請されたものも含む。

● 令和4年度科学研究費等競争的外部研究資金に係る申請・採択状況
【大学別採択件数】 

学　校　名
研究代表者

研　究
分担者新　規

継　続 合　計
申　請 採　択

日本赤十字北海道看護大学 22 2 3 5 13
日本赤十字秋田看護大学 12 3 7 10 9

日本赤十字看護大学 13 7 23 30 31
日本赤十字豊田看護大学 7 2 18 20 29
日本赤十字広島看護大学 13 4 18 22 7

日本赤十字九州国際看護大学 8 1 10 11 19
日本赤十字秋田短期大学 1 0 0 0 0

合　　　計 76 19 79 98 108

（単位：件）

【大学別助成金額】 

学　校　名
直接経費

間接経費 合　計研究代表者
研究分担者 小　計

新　規 継　続
日本赤十字北海道看護大学 1,600 11,270 2,250 15,120 2,941 18,061
日本赤十字秋田看護大学 1,852 950 763 3,565 1,039 4,604

日本赤十字看護大学 6,400 26,800 11,310 44,510 11,808 56,318
日本赤十字豊田看護大学 1,900 4,800 2,037 8,737 2,606 11,343
日本赤十字広島看護大学 5,400 7,000 800 13,200 3,960 17,160

日本赤十字九州国際看護大学 1,300 4,050 2,721 8,071 7,794 15,865
日本赤十字秋田短期大学 0 0 0 0 0 0

合　　　計 18,452 54,870 19,881 93,203 30,148 123,351

（単位：千円）

　各大学の教員は、研究活動の活性化のため、科学研究費等競争的外部資金への応募を行っています。令和４年度は、６看護大学・
１短期大学で合計76件(前年度75件)の新規応募を行い、19件(25.0％，前年度19件)が採択されました。
　また、助成金額の合計額は、「直接経費」が93,203千円（前年度102,549千円）、「間接経費」が30,148千円（前年度28,108千
円）の合わせて123,351千円（前年度130,657千円）でした。

科学研究費等競争的外部資金に係る申請・採択状況2
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● 赤十字奨学金の大学別受給状況（令和４年度在学生の実績）
【支部からの受給状況】

支部名

日
本
赤
十
字 

北
海
道
看
護
大
学

日
本
赤
十
字 

秋
田
看
護
大
学

日
本
赤
十
字 

看
護
大
学

日
本
赤
十
字 

豊
田
看
護
大
学

日
本
赤
十
字 

広
島
看
護
大
学

日
本
赤
十
字 

九
州
国
際
看
護
大
学

支部名

日
本
赤
十
字 

北
海
道
看
護
大
学

日
本
赤
十
字 

秋
田
看
護
大
学

日
本
赤
十
字 

看
護
大
学

日
本
赤
十
字 

豊
田
看
護
大
学

日
本
赤
十
字 

広
島
看
護
大
学

日
本
赤
十
字 

九
州
国
際
看
護
大
学

北海道 滋賀県

青森県 〇 京都府

岩手県 大阪府 〇 〇 〇 〇

宮城県 兵庫県

秋田県 奈良県

山形県 和歌山県

福島県 〇 鳥取県

茨城県 島根県

栃木県 岡山県

群馬県 広島県

埼玉県 山口県

千葉県 〇 〇 徳島県

東京都 香川県

神奈川県 愛媛県

新潟県 高知県

山梨県 福岡県 〇

富山県 〇 佐賀県 〇

石川県 〇 長崎県 〇

福井県 熊本県 〇

長野県 〇 大分県 〇

岐阜県 〇 宮崎県 〇

静岡県 〇 鹿児島県 〇

愛知県 〇 沖縄県 〇

三重県 〇 合計 0 3 1 8 1 10

　６看護大学・1短期大学において、日本赤十字社各支部・病院、日本赤十字社看護師同方会、日本学生支援機構及び自治体等の
141機関から、全学生の58.0％にあたる2,084人（実人数）〔延べ3,283人（昨年度より132人減）、学部・学科在学生の62.1％、
大学院在学生の15.9％〕が奨学金を受けました。
　そのうち、日本赤十字社各支部・病院からの奨学金は、奨学金受給学生3,283人の27.9％にあたる916人が受給しました。
令和２年度より開始した「高等教育の修学支援新制度」を利用した学生は346人でした。
　また、６看護大学・１短期大学における奨学金の受給総額は、21億7,421万円で、一人あたり（実人数）の受給額は学部で約
104万円、大学院では約93万円となりました。

※赤十字奨学金を受給している場合に〇を付しています。
また、短期大学での受給はありませんでした。

奨学金の受給状況
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【医療施設からの受給状況】

医療施設名

日
本
赤
十
字 

北
海
道
看
護
大
学

日
本
赤
十
字 

秋
田
看
護
大
学

日
本
赤
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字 

看
護
大
学
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看
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学
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字 
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字 

九
州
国
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看
護
大
学

医療施設名

日
本
赤
十
字 

北
海
道
看
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大
学
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字 

秋
田
看
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大
学
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学
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田
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学
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広
島
看
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大
学

日
本
赤
十
字 

九
州
国
際
看
護
大
学

1 日本赤十字社医療センター 〇 〇 46 高山赤十字病院
2 旭川赤十字病院 〇 47 岐阜赤十字病院
3 伊達赤十字病院 〇 48 静岡赤十字病院 〇

4 釧路赤十字病院 〇 49 浜松赤十字病院 〇 〇

5 北見赤十字病院 〇 50 伊豆赤十字病院 〇

6 栗山赤十字病院 〇 51 引佐赤十字病院
7 浦河赤十字病院 〇 52 裾野赤十字病院
8 小清水赤十字病院 〇 53 日本赤十字社愛知医療センター

名古屋第一病院 〇 〇

9 置戸赤十字病院 〇 54 日本赤十字社愛知医療センター
名古屋第二病院 〇

10 函館赤十字病院 〇 〇 55 伊勢赤十字病院 〇 〇 〇

11 清水赤十字病院 〇 56 大津赤十字病院
12 八戸赤十字病院 57 大津赤十字志賀病院
13 盛岡赤十字病院 58 長浜赤十字病院
14 仙台赤十字病院 〇 59 京都第一赤十字病院 〇 〇

15 石巻赤十字病院 〇 60 京都第二赤十字病院
16 秋田赤十字病院 〇 61 舞鶴赤十字病院
17 福島赤十字病院 〇 62 大阪赤十字病院 〇

18 水戸赤十字病院 〇 63 高槻赤十字病院
19 古河赤十字病院 〇 64 姫路赤十字病院
20 芳賀赤十字病院 65 多可赤十字病院
21 那須赤十字病院 66 神戸赤十字病院
22 足利赤十字病院 67 日本赤十字社和歌山医療センター
23 前橋赤十字病院 68 鳥取赤十字病院 〇

24 原町赤十字病院 69 松江赤十字病院
25 さいたま赤十字病院 〇 70 益田赤十字病院 〇

26 小川赤十字病院 〇 71 岡山赤十字病院 〇

27 深谷赤十字病院 〇 72 岡山赤十字玉野病院
28 成田赤十字病院 〇 〇 73 広島赤十字・原爆病院 〇

29 武蔵野赤十字病院 〇 〇 〇 74 庄原赤十字病院 〇

30 大森赤十字病院 〇 〇 〇 〇 75 三原赤十字病院 〇

31 東京かつしか赤十字母子医療センター 〇 76 山口赤十字病院 〇

32 みなと赤十字病院 〇 〇 〇 〇 〇 77 小野田赤十字病院
33 秦野赤十字病院 〇 78 徳島赤十字病院 〇 〇

34 相模原赤十字病院 79 高松赤十字病院 〇 〇

35 長岡赤十字病院 〇 80 松山赤十字病院 〇

36 山梨赤十字病院 81 高知赤十字病院 〇

37 富山赤十字病院 82 福岡赤十字病院 〇

38 金沢赤十字病院 83 今津赤十字病院
39 福井赤十字病院 〇 84 嘉麻赤十字病院
40 長野赤十字病院 〇 〇 85 唐津赤十字病院
41 諏訪赤十字病院 〇 86 日本赤十字社長崎原爆病院
42 安曇野赤十字病院 〇 87 日本赤十字社長崎諫早病院
43 川西赤十字病院 88 熊本赤十字病院
44 下伊那赤十字病院 89 大分赤十字病院
45 飯山赤十字病院 90 鹿児島赤十字病院 〇

91 沖縄赤十字病院

合計 17 9 17 9 13 7
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　日本赤十字国際人道研究センター（英文名Japanese Red Cross Inst i tute for 
Humanitarian Studies）は、当学園が設置する６大学・１短期大学の教育研究者による赤十字の
歴史、人道問題等に関する学術研究の拠点として調査・研究活動を推進するため、平成23年４月、
日本赤十字看護大学内に日本赤十字社の協力を得て開設されました。

■ 国際赤十字（日本赤十字社を含む。以下同じ。）の歴史・史料に関する調査研究
■ 国際赤十字の活動及び事業に関する調査研究
■ 国際人道法の普及及び調査研究に必要な事業
■ 国際赤十字関係機関・団体等との学術研究の連携・協力
■ 看護大学・短期大学が行う調査研究の支援

主な
事業内容

日本赤十字国際人道研究センターの動向

「Ｒ＋travel. 赤十字ゆかりの地
ガイドブック」（第２刷）

　当センターの研究機関誌の今年度号（Vol.12）は、ロシア・ウクライナ戦争における国
際人道法上の諸問題にスポットを当て、国内の人道法研究の一線を担う研究者の論考
によりこの戦争が浮き彫りにした戦争犯罪などの諸問題を解説する特集を掲載しまし
た。その他、「ホロコーストの記憶」や関東大震災100年を記念した歴史ドキュメントの
掲載など多彩な内容となりました。作成した1,600部は、日本赤十字社各支部・施設を
はじめ、関連省庁、主要人道関連団体、主要大学の研究者・図書館及び教育機関等へ
配布しました。

「人道研究ジャーナル」Vol.12の刊行

教育・啓発用資材の制作

1

2

「人道研究ジャーナル」Vol.12

❶ 「Ｒ＋travel. 赤十字ゆかりの地ガイドブック」第２刷の作成
　日本赤十字社各支部・施設から日赤創立や歴史的事業に関わるゆかりの地の情
報や史料を収集・編集して昨年度刊行した「R＋travel. 赤十字ゆかりの地ガイドブッ
ク」の第２刷を１万部作成しました。本冊子については、初版（第１刷）配布後も入手
希望が多数寄せられていたため、多くの方が入手しやすいように７月より株式会社
日赤サービスにおいて販売を開始しています。また、本冊子のPDF版は、当センター
ホームページに掲載しています。

令和4年度の研究活動
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「Dialogue on Nuclear Weapons
 ―赤十字に残る、核兵器と

向き合った者の『言葉』」

日看大展示コーナー

　今年度も新型コロナウイルス感染症の影響の長期化により、当センターの研究員による調査研究や派遣事業等
への支障が生じました。

コロナ禍の影響

日本赤十字社の歴史史料調査・収集

4

3

日本赤十字看護大学における歴史史料の展示等

❷ 「Dialogue on Nuclear Weapons
－赤十字に残る、核兵器と向き合った者の『言葉』」の刊行

　日本赤十字看護大学の看護の歴史に関する史料の収集と保存、閲覧サービス、学内やホームページでの展示を
継続して行いました。
　同大学の展示コーナーでは、「渋沢栄一と社会福祉・医療～看護、赤十字との関わり～」の企画展を開催しました。

「日本資本主義の父」と呼ばれた渋沢栄一は実業界だけではなく、社会福祉・医療・看護教育などの分野にも功績
を残しました。看護教育については、同氏が携わった東京養育院、日本赤十字社との関わりを中心に貴重な資料を
展示しました。
　看護にかかる歴史的史料については、寄贈されたものを中心に記録写真集として史料集第13巻の普及版を作成
し、全国の看護大学・看護専門学校等に配布しました。

　広島・長崎への原爆投下以降、一貫して核兵器廃絶を訴えてきた日本赤十字社の
活動や国際赤十字・赤新月運動の一端を、被災者の救護活動など数々のエピソード
を通じて紹介する冊子「Dialogue on Nuclear Weapons ―赤十字に残る、核兵
器と向き合った者の『言葉』」を作成し、日本赤十字社各支部や教育施設、関連団体
等へ配布しました。英語版「Dialogue on Nuclear Weapons –An appeal for 
humanity from the Red Cross」も作成し、PDF版を当センターホームページに
掲載しています。
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資金収入合計で、増額となりました。
13,060,208千円資金収入合計 （前年度比 52,745千円 　　）

＊千円未満を切り捨てて表示しているため、合計額が一致しないことがある。

科目
令和４年度 令和３年度

決算額
対前年度比較

予算額 決算額 差異 増減額 増減率（%）

学生生徒等納付金収入 5,770,578 5,603,905 166,673 5,508,670 95,235 1.7
手数料収入 132,514 108,334 24,180 120,777 △ 12,443 △ 10.3
寄付金収入 155,542 229,974 △ 74,432 185,734 44,240 23.8
補助金収入 1,037,007 1,154,467 △ 117,460 1,096,770 57,697 5.3
資産売却収入 0 100,000 △ 100,000 895 99,105 11073.2
付随事業・収益事業収入 40,967 39,135 1,832 74,485 △ 35,350 △ 47.5
受取利息・配当金収入 107,947 102,090 5,857 110,260 △ 8,170 △ 7.4
雑収入 38,632 34,819 3,813 36,769 △ 1,950 △ 5.3
借入金等収入 0 0 0 0 0 -
前受金収入 463,060 463,648 △ 588 471,534 △ 7,886 △ 1.7
その他の収入 1,581,690 1,927,374 △ 345,684 1,672,076 255,298 15.3
資金収入調整勘定 △ 583,370 △ 581,879 △ 1,491 △ 603,077 21,198 △ 3.5
前年度繰越支払資金 3,878,336 3,878,340 △ 4 4,332,565 △ 454,225 △ 10.5

合　計 12,622,903 13,060,208 △ 437,305 13,007,463 52,745 0.4

❶

❸

❺

❷

❹

（単位：千円）

増

❷寄付金収入
➡日本赤十字看護大学附属災害救護研究所の設置に伴う日本赤十字社からの助成金の増加等により、
　前年度比44,240千円の増額となりました。

前年度比44,240千円 増

❶学生生徒等納付金収入
➡日本赤十字看護大学さいたま看護学部の開設３年目による在学生数の増加等により、前年度比95,235千円の増額となりました。

前年度比95,235千円 増

❹資産売却収入
➡�日本赤十字看護大学保有の債券の満期償還に伴う有価証券売却収入により、
　前年度比99,105千円の増額となりました。

前年度比99,105千円 増

前年度比454,225千円 減❺前年度繰越支払資金
➡前年度繰越支払資金（現預金）は、前年度比454,225千円の減額となりました。

❸補助金収入
➡高等教育の修学支援新制度による授業料等減免費交付金及び経常費補助金の増加等により、
　前年度比57,697千円の増額となりました。

前年度比57,697千円 増

32

財務の概要

1

資金収入の部1

学校会計の決算状況を報告します
　資金収支計算書は、当該会計年度の教育・研究その他の活動に対応する
すべての収入・支出の内容並びに支払資金の動きを明らかにするものです。資金収支決算
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❶人件費支出
➡�北海道看護大学、秋田看護大学、日本赤十字看護大学における教職員の増加及び退職金支出の増加等により、
　前年度比185,535千円の増額となりました。

前年度比185,535千円 増

＊千円未満を切り捨てて表示しているため、合計額が一致しないことがある。

科目
令和４年度 令和３年度

決算額
対前年度比較

予算額 決算額 差異 増減額  増減率（％）

人件費支出 4,614,802 4,567,036 47,766 4,381,501 185,535 4.2
教育研究経費支出 1,749,465 1,673,571 75,894 1,593,166 80,405 5.0
管理経費支出 422,061 353,969 68,092 381,439 △ 27,470 △ 7.2
借入金等利息支出 0 0 0 0 0 -
借入金等返済支出 0 0 0 0 0 -
施設関係支出 252,492 208,429 44,063 551,254 △ 342,825 △ 62.2
設備関係支出 251,703 248,736 2,967 209,706 39,030 18.6
資産運用支出 433,388 557,047 △ 123,659 620,584 △ 63,537 △ 10.2
その他の支出 1,894,359 1,889,543 4,816 1,770,054 119,489 6.8
予備費 3,100 0 3,100 0 0 -
資金支出調整勘定 △ 503,501 △ 545,837 42,336 △ 378,584 △ 167,253 44.2
翌年度繰越支払資金 3,505,034 4,107,711 △ 602,677 3,878,340 229,371 5.9

合　計 12,622,903 13,060,208 △ 437,305 13,007,463 52,745 0.4

❷
❶

❹

❸

❺
❻

❼

（単位：千円）

前年度比80,405千円 増❷教育研究経費支出
➡�国による高等教育の修学支援新制度に伴う奨学費支出の増加の他、電気料金値上げ等による光熱水費支出の増加及び前年
度新型コロナウイルス感染症の影響により減少した旅費交通費支出、委託実習費支出等経費の増加により、
　前年度比80,405千円の増額となりました。

前年度比39,030千円 増❺設備関係支出
➡�豊田看護大学、九州国際看護大学における教育研究用機器備品支出の増加等により、
　前年度比39,030千円の増額となりました。

❸管理経費支出
➡�前年度計上した新型コロナウイルス感染症対策による消耗品費支出の減少及び豊田看護大学のスクールバス運行のための業
務委託費支出の減少等により、前年度比27,470千円の減額となりました。

前年度比27,470千円　減

❹施設関係支出
➡�前年度計上した日本赤十字看護大学さいたま看護学部の別館建設費の減少等により、
　前年度比342,825千円の減額となりました。

前年度比342,825千円 減

前年度比63,537千円　減❻資産運用支出
➡�各大学が計上した退職給与引当特定資産及び施設設備整備引当特定資産への繰入支出の減少等により、
　前年度比63,537千円の減額となりました。

❼翌年度繰越支払資金
➡�翌年度繰越支払資金（現預金）は、前年度比229,371千円の増額となりました。

前年度比229,371千円 増

33

資金支出合計で、増額となりました。
13,060,208千円資金支出合計 （前年度比 52,745千円 　　）増

資金支出の部2

財
務
の
概
要
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＊千円未満を切り捨てて表示しているため、合計額が一致しないことがある。

区分 科目
令和４年度 令和３年度

決算額
対前年度比較

予算額 決算額 差異 増減額  増減率（％）

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

学生生徒等納付金 5,770,578 5,603,905 166,673 5,508,670 95,235 1.7

手数料 132,514 108,334 24,180 120,777 △ 12,443 △ 10.3

寄付金 89,381 113,941 △ 24,560 62,759 51,182 81.6

経常費等補助金 1,019,507 1,134,522 △ 115,015 1,081,798 52,724 4.9

付随事業収入 33,467 39,135 △ 5,668 74,485 △ 35,350 △ 47.5

雑収入 38,632 34,556 4,076 37,103 △ 2,547 △ 6.9

計 7,084,079 7,034,395 49,684 6,885,594 148,801 2.2

事
業
活
動
支
出
の
部

人件費 4,714,723 4,629,388 85,335 4,537,391 91,997 2.0

教育研究経費 2,472,474 2,442,619 29,855 2,435,006 7,613 0.3

管理経費 457,701 391,518 66,183 417,832 △ 26,314 △ 6.3

徴収不能額等 0 125 △ 125 106 19 -

計 7,644,898 7,463,651 181,247 7,390,337 73,314 1.0

教育活動収支差額 △ 560,819 △ 429,256 △ 131,563 △ 504,742 75,486 △ 15.0

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

受取利息・配当金 107,951 102,090 5,861 110,260 △ 8,170 △ 7.4

その他の教育活動外収入 0 0 0 0 0 -

計 107,951 102,090 5,861 110,260 △ 8,170 △ 7.4

事
業
活
動

支
出
の
部

借入金等利息 0 0 0 0 0 -

その他の教育活動外支出 0 0 0 0 0 -

計 0 0 0 0 0 -

教育活動外収支差額 107,951 102,090 5,861 110,260 △ 8,170 △ 7.4

経常収支差額 △ 452,868 △ 327,166 △ 125,702 △ 394,482 67,316 △ 17.1

特
別
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

資産売却差額 0 99 △ 99 895 △ 796 △ 88.9

その他の特別収入 74,925 150,002 △ 75,077 147,379 2,623 1.8

計 74,925 150,101 △ 75,176 148,274 1,827 1.2

事
業
活
動

支
出
の
部

資産処分差額 9,944 24,945 △ 15,001 15,380 9,565 62.2

その他の特別支出 300 579 △ 279 850 △ 271 △ 31.9

計 10,244 25,525 △ 15,281 16,231 9,294 57.3

特別収支差額 64,681 124,576 △ 59,895 132,043 △ 7,467 △ 5.7

予備費 3,100 0 3,100 0 0 -

基本金組入前当年度収支差額 △ 391,287 △ 202,589 △ 188,698 △ 262,438 59,849 △ 22.8

基本金組入額合計 △ 321,573 △ 68,398 △ 253,175 △ 616,688 548,290 △ 88.9

当年度収支差額 △ 712,860 △ 270,988 △ 441,872 △ 879,127 608,139 △ 69.2

前年度繰越収支差額 △ 777,207 △ 777,207 0 36,285 △ 813,492 △ 2242.0

基本金取崩額 9,409 38,016 △ 28,607 65,633 △ 27,617 △ 42.1

翌年度繰越収支差額 △ 1,480,658 △ 1,010,180 △ 470,478 △ 777,207 △ 232,973 30.0

参
考

事業活動収入計 7,266,955 7,286,587 △ 19,632 7,144,129 142,458 2.0

事業活動支出計 7,658,242 7,489,177 169,065 7,406,568 82,609 1.1

❸
❷

❶

❹

❽

❻
❺

（単位：千円）

　事業活動収支計算書は、学生生徒等納付金等本業の教育活動に対する「教育活動
収支」、受取利息等財務活動に対する「教育活動外収支」及び資産売却等臨時的な
活動に対する「特別収支」の３つに区分して表示しています。
　また、本計算書は、当該会計年度の事業活動収入及び事業活動支出の内容並びに
基本金組入額及び基本金取崩額等を含め、事業収支の均衡状態を示すものであります。

事業活動
収支決算

❼

2
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　基本金組入額とは、学校法人の永続的維持に必要な資産を継続的に保持するため、維持すべきものとして事業活動収入から
組み入れた金額です。
　令和４年度は、基本金全体としては、68,398千円を組み入れ、38,016千円を取り崩しました。

（参考）基本金には、第１号基本金から第４号基本金まで４種類あります。
　●�第１号基本金は、施設設備の整備拡充のために支出した金額であり、令和４年度は秋田看護大学、日本赤十字看護大学、広
島看護大学の３大学で合わせて56,398千円を組み入れ、北海道看護大学他３大学で合わせて38,016千円を取り崩しました。

　●�第３号基本金は、教育・研究活動の維持向上を目的とした教育研究基金及び奨学基金等の設定であり、令和４年度の組み
入れはありません。

　●�第４号基本金は、恒常的な資金の維持のための設定であり、令和４年度は北海道看護大学で12,000千円を組み入れました。

❸経常費等補助金
➡�高等教育の修学支援新制度による授業料等減免費交付金及び経常費補助金の増加等により、
　前年度比52,724千円の増額となりました。

前年度比52,724千円 増

❶学生生徒等納付金
➡�日本赤十字看護大学さいたま看護学部の開設３年目による在学生数の増加等により、
　前年度比95,235千円の増額となりました。

前年度比95,235千円 増

❷寄付金
➡�日本赤十字看護大学附属災害救護研究所の設置に伴う日本赤十字社からの助成金の増加等により、
　前年度比51,182千円の増額となりました。

前年度比51,182千円 増

事業活動収入の部1

事業活動支出の部2

基本金組入額等3

財
務
の
概
要

❹付随事業収入
➡�前年度計上した北海道看護大学及び豊田看護大学の新型コロナウイルスワクチン接種への業務協力の減少及び広島看護大学
の認定看護師教育課程の休講等により、前年度比35,350千円の減額となりました。

前年度比35,350千円　減

❺人件費
➡�北海道看護大学、秋田看護大学、日本赤十字看護大学における教職員の増加及び退職金の増加等により、
　前年度比91,997千円の増額となりました。

前年度比91,997千円 増

前年度比26,314千円　減❼管理経費
➡�前年度計上した新型コロナウイルス感染症対策による消耗品費の減少及び豊田看護大学のスクールバス運行のための業務委
託費の減少等により、前年度比26,314千円の減額となりました。

❻教育研究経費
➡�国による高等教育の修学支援新制度に伴う奨学費の増加の他、電気料金値上げ等による光熱水費の増加及び前年度新型コ
ロナウイルス感染症の影響により減少した旅費交通費、委託実習費等経費の増加があった一方、減価償却額の減少等により、
前年度比7,613千円の増額となりました。

前年度比7,613千円 増

❽資産処分差額
➡北海道看護大学保有の債券の処分に伴う有価証券処分差額の増加等により、前年度比9,565千円の増額となりました。

前年度比9,565千円 増
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前年度比243,382千円 増❷特定資産
➡�施設設備の更新等に使用する施設設備整備引当特定資産及び退職給与引当特定資産等が増加しました。

❶有形固定資産
➡�日本赤十字看護大学、秋田看護大学の教育研究用機器備品の整備の他、各大学の固定資産の整備があった一方、
　設備等の更新に伴う除却及び減価償却額の計上により減少しました。

前年度比339,189千円 減

❸その他の固定資産
➡�日本赤十字看護大学保有の債券の満期償還等により減少しました。

前年度比122,932千円 減

前年度比219,696千円 増❹流動資産
➡�日本赤十字看護大学保有の債券の満期償還及び前年度計上した施設設備整備引当特定資産への
　繰入れの減少の影響もあり、現金・預金等が増加しました。

令和４年度 令和３年度 増減

資
産
の
部

固定資産 44,886,814 45,105,553 △ 218,739

　有形固定資産 23,022,542 23,361,731 △ 339,189

　特定資産 21,792,175 21,548,793 243,382

　その他の固定資産 72,096 195,028 △ 122,932

流動資産 4,233,325 4,013,629 219,696

資産の部合計 49,120,139 49,119,183 956

（単位：千円）

＊千円未満を切り捨てて表示しているため、合計が一致しないことがある。

【資産の部】

❶

❷

❸

❹

　資産の部、負債の部及び純資産の科目ごとに、当該会計年度末の額を前年度
会計年度末の額と比較して、当該会計年度末の財産の状況を表すものです。�貸借対照表

科目
年度

3

資産の部1
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（単位：千円）

令和４年度 令和３年度 増減

負
債
の
部

固定負債 2,145,511 2,066,019 79,492

流動負債 1,257,675 1,133,620 124,055

負債の部合計 3,403,186 3,199,639 203,547

純
資
産
の
部

基本金 46,727,133 46,696,750 30,383

繰越収支差額 △ 1,010,180 △ 777,207 △ 232,973

純資産の部合計 45,716,953 45,919,543 △ 202,590

負債及び純資産の部合計 49,120,139 49,119,183 956

＊千円未満を切り捨てて表示しているため、合計が一致しないことがある。

前年度比79,492千円 増❶固定負債
➡�退職給与引当金の影響により増加しました。

前年度比124,055千円 増❷流動負債
➡�年度末に計上した未払金により増加しました。

【負債の部】

前年度比232,973千円 　　減❹繰越収支差額
➡�基本金組入額及び有形固定資産の減価償却による減等により、繰越収支差額は減少しました。

前年度比30,383千円 増❸基本金
➡�日本赤十字看護大学、秋田看護大学の教育研究用機器備品の整備等により固定資産取得による組み入れを行ったため、
　第１号基本金は増加しました。
➡また、恒常的な資金の維持として計上した資金の組み入れを行ったため、第４号基本金は若干増加しました。

【純資産の部】

❶

❷

❸

❹

科目
年度

負債・純資産の部2

財
務
の
概
要
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科目 数量 金額

❶資産 49,120,139,670
　１ 基本財産  23,034,279,942

　　（1）土地（校舎敷地、運動場等） 205,651.48㎡ 7,270,018,309

　　（2）建物（校舎、図書館、体育館等） 104,561.51㎡ 13,096,283,858

　　（3）図書（和書、洋書、視聴覚資料12,492点） 383,277冊 1,653,565,723

　　（4）教具等（教具、校具、管理用備品） 20,629点 865,161,271

　　（5）構築物（道路舗装工事他） 125,730,298

　　（6）その他（車両、電話加入権等） 23,520,483

　２ 運用財産 26,085,859,728

　　（1）預金・現金 4,107,711,144

　　（2）積立金（施設設備整備引当特定資産等） 21,792,175,206

　　（3）有価証券（国債等） 57,063,046

　　（4）不動産（土地） 163,584

　　（5）長期貸付金（奨学金） 2,995,000

　　（6）差入保証金（敷金等） 137,490

　　（7）未収入金（地方公共団体補助金等） 111,901,097

　　（8）前払金・立替金・短期貸付金 13,713,161

❷負債 3,403,186,298
　１ 固定負債（長期未払金、退職給与引当金） 2,145,511,234

　２ 流動負債（前受金、未払金、預り金） 1,257,675,064

　借用財産

　１ 土地（校舎敷地等） 66,534.16㎡

　２ 建物（寄宿舎等） 3,619.34㎡

（単位：円）

➡�内　基本財産　23,034,279,942円
　　　運用財産　26,085,859,728円

❶資産総額 49,120,139,670円

❷負債総額

　正味財産

3,403,186,298円

45,716,953,372円

　財産目録は、令和５年３月31日現在の基本財産、運用財産、負債額を
示したものです。財産目録4
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（単位：千円）

参考

科目
平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

金額 構成比率
（％） 金額 構成比率

（％） 金額 構成比率
（％） 金額 構成比率

（％） 金額 構成比率
（％）

対前年比
（％）

資
金
収
入
の
部

学生生徒等納付金収入 5,330,656 36.1 5,281,160 41.6 5,377,575 41.5 5,508,670 42.4 5,603,905 42.9 101.7

手数料収入 114,578 0.8 119,144 0.9 118,327 0.9 120,777 0.9 108,334 0.8 89.7

寄付金収入 64,613 0.4 55,012 0.4 147,096 1.1 185,734 1.4 229,974 1.8 123.8

補助金収入 875,049 5.9 821,667 6.5 1,037,602 8.0 1,096,770 8.4 1,154,467 8.8 105.3

資産売却収入 10,010 0.1 39 0.0 5 0.0 895 0.0 100,000 0.8 11,173.2

付随事業・収益事業収入 48,922 0.3 40,516 0.3 40,623 0.3 74,485 0.6 39,135 0.3 52.5

受取利息・配当金収入 111,123 0.8 110,614 0.9 109,384 0.8 110,260 0.8 102,090 0.8 92.6

前受金収入 482,110 3.3 482,538 3.8 480,818 3.7 471,534 3.6 463,648 3.6 98.3

その他の収入等 2,609,082 17.7 1,900,354 15.0 1,921,148 14.8 1,708,845 13.1 1,962,193 15.0 114.8

資金収入調整勘定 △ 553,808 △ 3.7 △ 596,430 △ 4.7 △ 583,450 △ 4.5 △ 603,077 △ 4.6 △ 581,879 △ 4.5 96.5

前年度繰越支払資金 5,678,350 38.4 4,483,605 35.3 4,319,827 33.3 4,332,565 33.3 3,878,340 29.7 89.5

資金収入合計 14,770,686 100.0 12,698,223 100.0 12,968,960 100.0 13,007,463 100.0 13,060,208 100.0 100.4

資
金
支
出
の
部

人件費支出 4,041,547 27.4 4,233,933 33.3 4,259,933 32.8 4,381,501 33.7 4,567,036 35.0 104.2

教育研究経費支出 1,325,577 9.0 1,298,162 10.2 1,499,489 11.6 1,593,166 12.2 1,673,571 12.8 105.0

管理経費支出 372,067 2.5 538,513 4.2 335,367 2.6 381,439 2.9 353,969 2.7 92.8

借入金等利息 ･ 返済支出 0 － 0 － 0 － 0 － 0 － －

施設関係支出 1,736,811 11.8 178,663 1.4 312,213 2.4 551,254 4.2 208,429 1.6 37.8

設備関係支出 192,950 1.3 375,772 3.0 274,849 2.1 209,706 1.6 248,736 1.9 118.6

資産運用支出 1,374,080 9.3 448,501 3.5 376,409 2.9 620,584 4.8 557,047 4.3 89.8

その他支出 1,725,125 11.7 1,899,309 15.0 2,003,851 15.5 1,770,054 13.6 1,889,543 14.5 106.8

資金支出調整勘定 △ 481,076 △ 3.3 △ 594,461 △ 4.7 △ 425,719 △ 3.3 △ 378,584 △ 2.9 △ 545,837 △ 4.2 144.2

翌年度繰越支払資金 4,483,605 30.4 4,319,827 34.0 4,332,565 33.4 3,878,340 29.8 4,107,711 31.5 105.9

資金支出合計 14,770,686 100.0 12,698,223 100.0 12,968,960 100.0 13,007,463 100.0 13,060,208 100.0 100.4

＊資金収支においては、その年度の現金の動きを表示していることから、収入合計と支出合計額が一致している。
＊千円未満を切り捨てて表示しているため、合計額が一致しないことがある。
＊学校法人全体の資金収支計算書においては、各部門間の内部取引収入および支出は相殺されている。
＊各科目の構成比率は、それぞれの合計に占める割合となっている。

5

過去５ヵ年の資金収支計算書（学校法人全体）1

財
務
の
概
要
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科目
平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

金額 構成比率
（％） 金額 構成比率

（％） 金額 構成比率
（％） 金額 構成比率

（％） 金額 構成比率
（％）

対前年比
（％）

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

学生生徒等納付金 5,330,656 80.7 5,281,160 81.4 5,377,575 78.1 5,508,670 77.1 5,603,905 76.9 101.7

手数料 114,578 1.7 119,144 1.8 118,327 1.7 120,777 1.7 108,334 1.5 89.7

寄付金 55,134 0.8 51,990 0.8 82,304 1.2 62,759 0.9 113,941 1.6 181.6

経常費等補助金 875,049 13.2 821,667 12.7 972,345 14.1 1,081,798 15.1 1,134,522 15.6 104.9

付随事業収入 48,922 0.7 40,516 0.6 40,623 0.6 74,485 1.0 39,135 0.5 52.5

雑収入 57,802 0.9 52,863 0.8 40,043 0.6 37,103 0.5 34,556 0.5 93.1

計 6,482,141 98.1 6,367,342 98.2 6,631,221 96.2 6,885,594 96.4 7,034,395 96.5 102.2

事
業
活
動
支
出
の
部

人件費 4,087,366 61.9 4,229,491 61.5 4,415,988 62.1 4,537,391 61.3 4,629,388 61.8 102.0

教育研究経費 2,075,996 31.4 1,991,312 29.0 2,300,643 32.4 2,435,006 32.9 2,442,619 32.6 100.3

管理経費 421,158 6.4 632,087 9.2 367,448 5.2 417,832 5.6 391,518 5.2 93.7

徴収不能額等 0 0.0 0 0.0 420 0.0 106 0.0 125 0.0 117.9

計 6,584,520 99.7 6,852,891 99.7 7,084,501 99.6 7,390,337 99.8 7,463,651 99.7 101.0

教育活動収支差額 △ 102,379 － △ 485,548 － △ 453,279 － △ 504,742 － △ 429,256 － 85.0

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

受取利息・配当金 111,123 1.7 110,614 1.7 109,384 1.6 110,260 1.5 102,090 1.4 92.6

その他の教育活動外収入 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 －

計 111,123 1.7 110,614 1.7 109,384 1.6 110,260 1.5 102,090 1.4 92.6
事
業
活
動
支
出
の
部

借入金等利息 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 －

その他の教育活動外支出 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 －

計 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 －

教育活動外収支差額 111,123 － 110,614 － 109,384 － 110,260 － 102,090 － 92.6

経常収支差額 8,744 － △ 374,934 － △ 343,895 － △ 394,482 － △ 327,166 － 82.9

特
別
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

資産売却差額 10 0.0 39 0.0 2,044 0.0 895 0.0 99 0.0 11.1

その他の特別収入 14,536 0.2 6,233 0.1 146,931 2.1 147,379 2.1 150,002 2.1 101.8

計 14,546 0.2 6,273 0.1 148,975 2.2 148,274 2.1 150,101 2.1 101.2
事
業
活
動
支
出
の
部

資産処分差額 16,806 0.3 19,974 0.3 21,962 0.3 15,380 0.2 24,945 0.3 162.2

その他の特別支出 1,216 0.0 376 0.0 3,818 0.1 850 0.0 579 0.0 68.1

計 18,022 0.3 20,351 0.3 25,780 0.4 16,231 0.2 25,525 0.3 157.3

特別収支差額 △ 3,476 － △ 14,077 － 123,194 － 132,043 － 124,576 － 94.3

基本金組入前当年度収支差額 5,268 － △ 389,012 － △ 220,700 － △ 262,438 － △ 202,589 － 77.2

基本金組入額合計 △ 745,614 － △ 312,419 － △ 2,854,408 － △ 616,688 － △ 68,398 － 11.1

当年度収支差額 △ 740,346 － △ 701,431 － △ 3,075,109 － △ 879,127 － △ 270,988 － 30.8

前年度繰越収支差額 1,702,548 － 1,045,249 － 405,667 － 36,285 － △ 777,207 － △ 2,142.0

基本金取崩額 83,047 － 61,848 － 2,705,727 － 65,633 － 38,016 － 57.9

翌年度繰越収支差額 1,045,249 － 405,667 － 36,285 － △ 777,207 － △ 1,010,180 － 130.0

（参考）

事業活動収入計 6,607,811 100.0 6,484,230 100.0 6,889,581 100.0 7,144,129 100.0 7,286,587 100.0 102.0

事業活動支出計 6,602,543 100.0 6,873,242 100.0 7,110,282 100.0 7,406,568 100.0 7,489,177 100.0 101.1

＊千円未満を切り捨てて表示しているため、合計額が一致しないことがある。
＊学校法人全体の事業活動収支計算書においては、各部門間の内部取引収入および支出は相殺されている。
＊各科目の構成比率は、事業活動収入計及び支出計に対して、それぞれに占める割合となっている。

（単位：千円）

過去５ヵ年の事業活動収支計算書（学校法人全体）2
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（単位：千円）

（単位：千円）

科目
平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

金額 構成比率
(%) 金額 構成比率

(%) 金額 構成比率
(%) 金額 構成比率

(%) 金額 構成比率
(%)

対前年比
(%)

資
産
の
部

 固定資産 45,186,981 90.9 44,981,105 91.0 44,799,547 90.9 45,105,553 91.8 44,886,814 91.4 99.5

有形固定資産 23,920,708 48.1 23,690,938 47.9 23,459,533 47.6 23,361,731 47.6 23,022,542 46.9 98.5

特定資産 21,012,073 42.3 21,043,255 42.6 21,117,332 42.9 21,548,793 43.9 21,792,175 44.4 101.1

その他の
固定資産 254,200 0.5 246,911 0.5 222,681 0.5 195,028 0.4 72,096 0.1 37.0

 流動資産 4,527,319 9.1 4,442,640 9.0 4,466,062 9.1 4,013,629 8.2 4,233,325 8.6 105.5

うち現金預金 4,483,605 9.0 4,319,827 8.7 4,332,565 8.8 3,878,340 7.9 4,107,711 8.4 105.9

資産の部合計 49,714,300 100.0 49,423,745 100.0 49,265,610 100.0 49,119,183 100.0 49,120,139 100.0 100.0

科目
平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

金額 構成比率
(%) 金額 構成比率

(%) 金額 構成比率
(%) 金額 構成比率

(%) 金額 構成比率
(%)

対前年比
(%)

負
債
の
部

 固定負債 1,783,226 3.6 1,753,254 3.5 1,915,265 3.9 2,066,019 4.2 2,145,511 4.4 103.8

 流動負債 1,139,380 2.3 1,267,808 2.6 1,168,362 2.4 1,133,620 2.3 1,257,675 2.6 110.9

うち前受金 481,689 1.0 472,788 1.0 483,718 1.0 472,984 1.0 463,648 0.9 98.0

負債の部合計 2,922,606 5.9 3,021,063 6.1 3,083,628 6.3 3,199,639 6.5 3,403,186 6.9 106.4

純
資
産
の
部

 基本金 45,746,445 92.0 45,997,015 93.1 46,145,696 93.7 46,696,750 95.1 46,727,133 95.1 100.1

第１号基本金 41,374,445 83.2 41,616,015 84.2 41,743,696 84.7 42,280,750 86.1 42,299,133 86.1 100.0

第２号基本金 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 －

第３号基本金 3,930,000 7.9 3,930,000 8.0 3,930,000 8.0 3,930,000 8.0 3,930,000 8.0 100.0

第４号基本金 442,000 0.9 451,000 0.9 472,000 1.0 486,000 1.0 498,000 1.0 102.5

繰越収支差額 1,045,249 2.1 405,667 0.8 36,285 0.1 △ 777,207 △ 1.6 △ 1,010,180 △ 2.1 130.0

純資産の部合計 46,791,694 94.1 46,402,682 93.9 46,181,981 93.7 45,919,543 93.5 45,716,953 93.1 99.6

負債の部、
純資産の部合計 49,714,300 100.0 49,423,745 100.0 49,265,610 100.0 49,119,183 100.0 49,120,139 100.0 100.0

＊千円未満を切り捨てて表示しているため、合計額が一致しないことがある。

過去５ヵ年の貸借対照表（学校法人全体）3

財
務
の
概
要

2023_32-41_0601.indd   41 2023/06/02   15:27



明治10年
明治20年
明治23年
昭和21年

昭和29年

昭和41年

昭和50年
昭和53年
昭和61年
昭和63年
平成元年

平成５年
平成７年
平成８年
平成９年

平成11年
平成12年
平成13年
平成15年
平成16年

平成17年
平成18年
平成19年

平成21年
平成22年
平成23年

平成26年

平成28年

令和２年

（1877年）

（1887年）

（1890年）

（1946年）

（1954年）

（1966年）

（1975年）

（1978年）

（1986年）

（1988年）

（1989年）

（1993年）

（1995年）

（1996年）

（1997年）

（1999年）

（2000年）

（2001年）

（2003年）

（2004年）

（2005年）

（2006年）

（2007年）

（2009年）

（2010年）

（2011年）

（2014年）

（2016年）

（2020年）

博愛社を設立
博愛社から日本赤十字社に改称
日本赤十字社看護婦養成所を設立
日本赤十字女子専門学校に昇格
財団法人日本赤十字女子専門学校を設立
財団法人日本赤十字女子専門学校を学校法人日本赤十字女子短期大学に改組
日本赤十字女子短期大学を設立
学校法人日本赤十字女子短期大学を学校法人日本赤十字学園に改称
日本赤十字女子短期大学を日本赤十字中央女子短期大学に改称
日本赤十字武蔵野女子短期大学看護学科を開設
学校法人日本赤十字学園大阪高等看護学校を開設
学校法人日本赤十字学園大阪高等看護学校を学校法人日本赤十字学園大阪看護専門学校に改称
日本赤十字看護大学看護学部看護学科を開設
日本赤十字中央女子短期大学を閉校
日本赤十字愛知女子短期大学看護学科を開設
学校法人日本赤十字学園大阪看護専門学校を閉校
日本赤十字看護大学大学院看護学研究科修士課程を開設
日本赤十字看護大学大学院看護学研究科博士課程後期を開設
日本赤十字秋田短期大学看護学科・介護福祉学科を開設
日本赤十字武蔵野女子短期大学を日本赤十字武蔵野短期大学に改称
日本赤十字愛知女子短期大学を日本赤十字愛知短期大学に改称
日本赤十字北海道看護大学看護学部看護学科を開設
日本赤十字広島看護大学看護学部看護学科を開設
日本赤十字九州国際看護大学看護学部看護学科を開設
日本赤十字北海道看護大学大学院看護学研究科修士課程を開設
日本赤十字豊田看護大学看護学部看護学科を開設
日本赤十字広島看護大学大学院看護学研究科修士課程を開設
日本赤十字看護大学と日本赤十字武蔵野短期大学が統合
日本赤十字愛知短期大学を閉校
日本赤十字武蔵野短期大学を閉校
日本赤十字九州国際看護大学大学院看護学研究科修士課程を開設
日本赤十字秋田看護大学看護学部看護学科を開設
日本赤十字豊田看護大学大学院看護学研究科修士課程を開設
日本赤十字秋田短期大学看護学科を閉科
日本赤十字秋田看護大学大学院看護学研究科修士課程を開設
日本赤十字看護大学大学院看護学研究科共同災害看護学専攻博士課程を開設

（国公私立５大学の共同教育課程）
日本赤十字北海道看護大学大学院看護学研究科共同看護学専攻博士課程後期を開設
日本赤十字秋田看護大学大学院看護学研究科共同看護学専攻博士課程後期を開設
日本赤十字豊田看護大学大学院看護学研究科共同看護学専攻博士課程後期を開設
日本赤十字広島看護大学大学院看護学研究科共同看護学専攻博士課程後期を開設
日本赤十字九州国際看護大学大学院看護学研究科共同看護学専攻博士課程後期を開設

（赤十字５大学の共同教育課程）
日本赤十字看護大学さいたま看護学部看護学科を開設

令和５年３月31日　現在
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法人の概要

人道の理念に基づき、日本の看護・介護  福祉を支える多くの人材を育成しています。
学園の沿革
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学園の組織

教授 准教授 講師 助教 助手 事務職 教職員合計

99 65 69 78 18 191 520

法人本部事務局 日本赤十字国際人道研究センター

日本赤十字
九州国際看護大学

学　部 看護学部看護学科

大学院 看護学研究科
共同看護学専攻（博士課程後期）

看護学専攻（修士課程）

日本赤十字
秋田短期大学 介護福祉学科

日本赤十字
広島看護大学

学　部 看護学部看護学科

大学院 看護学研究科
共同看護学専攻（博士課程後期）

看護学専攻（修士課程）

日本赤十字
豊田看護大学

学　部 看護学部看護学科

大学院 看護学研究科
共同看護学専攻（博士課程後期）

看護学専攻（修士課程）

日本赤十字
秋田看護大学

学　部 看護学部看護学科

大学院 看護学研究科
共同看護学専攻（博士課程後期）

看護学専攻（修士課程）

日本赤十字
北海道看護大学

学　部 看護学部看護学科

大学院 看護学研究科
共同看護学専攻（博士課程後期）

看護学専攻（修士課程）

理
事
会
・
常
務
理
事
会

評
議
員
会

理
事
長

副
理
事
長

監
　
事

日本赤十字看護大学
大学院 看護学研究科

看護学専攻（博士課程後期）

国際保健助産学専攻（修士課程）

共同災害看護学専攻（５年一貫制博士課程）

看護学専攻（修士課程）

（単位：人）
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令和４年５月１日　現在

令和５年３月31日　現在

さいたま看護学部看護学科

看護学部看護学科
学　部

人道の理念に基づき、日本の看護・介護  福祉を支える多くの人材を育成しています。

教職員の概要
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理事長 富田 博樹 令和４年７月就任 日本赤十字社 顧問
副理事長 鈴木 俊彦 令和４年７月就任 日本赤十字社 副社長

常務理事

渡部 洋一 令和４年４月就任 日本赤十字社 医療事業推進本部 本部長
庄野 泰乃 令和３年４月就任 日本赤十字社 医療事業推進本部 副本部長兼看護部長
鈴木 一寿 令和２年４月就任 学校法人日本赤十字学園 法人本部 事務局長

鎌倉 やよい 令和３年４月就任 日本赤十字豊田看護大学 学長

理事

原 玲子 令和３年４月就任 日本赤十字秋田看護大学・日本赤十字秋田短期大学 学長
小松 浩子 令和４年４月就任 日本赤十字九州国際看護大学 学長
高橋 高美 平成27年４月就任 一般財団法人日本赤十字社看護師同方会 常務理事

矢部 信栄 令和４年７月就任 日本赤十字社全国支部事務局長会 会長
（日本赤十字社東京都支部 事務局長）

片田 範子 平成30年４月就任 公立大学法人三重県立看護大学 理事長・学長
久保 公人 平成30年４月就任 学校法人尚美学園 理事長・尚美学園大学 学長
藤原 誠 令和４年４月就任 東京国立博物館長

監事
竹内 賢治 令和２年４月就任 日本赤十字社 参与
岡原 宏一 令和２年４月就任 公認会計士岡原事務所

◆理事（13名）

◆�監事（2名）

◆�評議員（27名）
河口 てる子
守田 美奈子
田村 由美
佐々木 幾美
志賀 加奈子
山田 誠
鈴木 一寿
金 愛子
小山 和子
高橋 高美
田島 恵子
中野 玲子
畠山 悦子
望月 律子

富田 博樹
鈴木 俊彦
渡部 洋一
庄野 泰乃
矢部 信栄

牧野 憲一
東 智子

服部 亮市
井伊 久美子
飯野 奈津子
小野 太一
中島 正治
藤原 誠

日本赤十字北海道看護大学 学長
日本赤十字看護大学 学長
日本赤十字広島看護大学 学長
日本赤十字看護大学 学部長
日本赤十字北海道看護大学 研究科長
日本赤十字豊田看護大学 事務局長
学校法人日本赤十字学園 法人本部 事務局長
元 石巻赤十字病院 副院長兼看護部長
元 鳥取赤十字病院 副院長兼看護部長
一般財団法人日本赤十字社看護師同方会 常務理事
元 深谷赤十字病院 副院長兼看護部長
藍野大学 医療保健学部看護学科 特任教授
元 長野赤十字病院 看護部長
元 静岡赤十字病院 副院長兼看護部長

日本赤十字社 顧問
日本赤十字社 副社長
日本赤十字社医療事業推進本部 本部長
日本赤十字社医療事業推進本部 副本部長兼看護部長
日本赤十字社全国支部事務局長会 会長

（日本赤十字社東京都支部 事務局長）

日本赤十字社病院長連盟 会長（旭川赤十字病院 院長）
赤十字医療施設看護部長会 会長

（熊本赤十字病院 副院長兼看護部長）

日本赤十字社 参与
公益社団法人日本看護協会 副会長（香川県立保健医療大学 学長）
医療福祉ジャーナリスト
国立大学法人政策研究大学院大学 教授
公益財団法人結核予防会 理事
東京国立博物館長
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令和５年３月31日　現在

評議員会

理事会 第１回（参集・Web会議） 令和４年５月24日（火）  臨時（Web会議） 令和４年６月29日（水）
第２回（Web会議） 令和４年12月７日（水） 第３回（参集・Web会議） 令和５年３月22日（水）

第１回（参集・Web会議） 令和４年５月24日（火）  臨時（Web会議） 令和４年６月29日（水）
第２回（Web会議） 令和４年12月７日（水） 第３回（参集・Web会議） 令和５年３月22日（水）

第１回（Web会議） 令和４年４月13日（水） 第２回（Web会議） 令和４年５月９日（月）
第３回（Web会議） 令和４年７月25日（月） 第４回（Web会議） 令和４年９月５日（月）
第５回（Web会議） 令和４年10月３日（月） 第６回（Web会議） 令和４年11月４日（金）
第７回（Web会議） 令和４年12月12日（月） 第８回（参集） 令和５年２月６日（月）
第９回（Web会議） 令和５年３月６日（月）

常務理事会

法人の概要

役員・評議員一覧

理事会 ・ 常務理事会 ・ 評議員会の開催状況

※役員賠償責任保険契約について
当法人は、理事、監事及び評議員を被保険者とした役員賠償責任保険契約を締結しており、保険料は全額法人が負担しております。
なお、被保険者による違法行為、犯罪行為等に起因する損害等については、填補の対象外としています。
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［各大学・短期大学の施設概要］
日本赤十字 北海道看護大学 日本赤十字 秋田看護大学・秋田短期大学

日本赤十字 看護大学

住 所
電 話 URL
施設面積

 〒090-0011 北海道北見市曙町664-1
 0157-66-3311　 https://www.rchokkaido-cn.ac.jp/

 校地：59,797m2／校舎等：16,993m2

住 所
電 話 URL
施設面積

 〒010-1493 秋田県秋田市上北手猿田字苗代沢17-3
 018-829-4000　 https://www.rcakita.ac.jp/

 校地：43,599m2／校舎等：13,771m2

住 所
電 話 URL
施設面積

 〒150-0012 東京都渋谷区広尾4-1-3
 03-3409-0875　 https://www.redcross.ac.jp/

 校地：18,216m2／校舎等：15,695m2

日本赤十字 広島看護大学

住 所
電 話 URL
施設面積

 〒738-0052 広島県廿日市市阿品台東1-2
 0829-20-2800　 https://www.jrchcn.ac.jp/

 校地：29,882m2／校舎等：19,438m2

日本赤十字 豊田看護大学

住 所
電 話 URL
施設面積

 〒471-8565 愛知県豊田市白山町七曲12-33
 0565-36-5111　 https://www.rctoyota.ac.jp/

 校地：19,710m2／校舎等：17,954m2

日本赤十字 九州国際看護大学

住 所
電 話 URL
施設面積

〒811-4157 福岡県宗像市アスティ1-1
 0940-35-7001　 https://www.jrckicn.ac.jp/

 校地：34,456m2／校舎等：15,097m2

住 所
電 話 URL
施設面積

 〒338-0001 埼玉県さいたま市中央区上落合8-7-19
 048-799-2747　 https://www.redcross.ac.jp/saitama

 校地：2,704m2／校舎等：5,361m2

（広尾キャンパス） （大宮キャンパス）
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赤十字学園 検 索学校法人日本赤十字学園
TEL.03-5472-2836 FAX.03-5472-2837

［法人本部事務局］
〒105-0012 東京都港区芝大門1-1-3 日本赤十字社ビル西館6階

赤十字学園 検 索




